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2021年度も新型コロナウイルス感染症の影響が継続

してスタートしましたが、お陰様で滋賀県立大学では

感染防止対策を徹底した上で対面授業ができ、キャン

パスに学生の賑わいが戻ってきました。しかしながら 

課外活動や地域での取組、学生生活を支えるバイトな

ど学生の皆さんのキャンパスライフはまだまだ制約も

あり、以前のような状態には戻っていないのが現状で

した。 

そのような中、一般社団法人近江日野交流ネットワ

ークの皆様から本学学生へのために一年を通して様々

なご支援を頂いたことに改めて感謝申し上げます。2 

回にわたり農家の皆様が本学までお越しいただいて、

県大生のためにと丹精込めて栽培された近江米やジャ

ガイモ、大根や蕪、玉ねぎなどに新鮮なお野菜や生活

用品などを、「頑張ってや」との激励とともに多くの 

学生に手渡し頂きました。 

また、地元野菜の収穫体験も夏と冬の 2回企画して

頂き、学生だけでなく教職員家族も参加して、普段は

できない野菜の収穫や農家の皆様との交流など、コロ

ナ禍で落ち着かない生活の中でホッとする貴重な時間

を過ごさせていただきました。 

日野町の皆様だけでなく、地元の東びわこ農業協同

組合の皆様からもたくさんの暖かなご支援を頂きまし

た。本当に本学の学生は、地域の皆様に支えられて幸

せだと感じています。 

1995年の開学以来、地域貢献を大きなミッションと

して教育、研究、地域活動を進めて参りましたが、皆

様からの心温まる応援を頂き感謝するとともに、本学

への期待も感じています。これからも持続可能な地域

社会づくり、幸せに皆さんが住み続けたいと思うよう

な地域づくりに貢献してまいりたいと考えています。 

地域共生センターでは各学部の協力も得て全ての学

生に「地域教育プログラム」の学びを提供しています

が、今後も地域の人々や企業、団体の皆様とより密接

に連携させて頂き地域課題の解決や地域企業の持続的

発展に活躍する人材育成に努めます。 

2021年度は近江楽士（地域学）副専攻のソーシャ

ル・アントレプレナーコースを改編し、より起業家精

神を持った人材を育成しようと教育プログラムを見直

しました。地域課題を解決する起業や既存の企業の中

で第２創業を生み出す人材を育成し、地域の活性化に

つなげたいと考えています。 

これからも滋賀県立大学は地域課題の解決、地域の

活性化に貢献してまいりたいと考えておりますので、

引き続きご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

           令和 5年 2月 

 

     地域共生センター 

       センター長 髙橋滝治郎 
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特集１ 「彦根城」世界遺産登録に向

けた取組と連携した事業 

 彦根市と市民や団体は、近隣の市町や関係団体、さら

に滋賀県と密接に連携して彦根城（およびその関連遺産）

の世界遺産登録に向けた取組を推進している。平成 4年

に世界遺産暫定リストに登録され、それ以降様々な取り

組みが進められ、令和以降登録に向けた動きがより活発

化し令和元年度には彦根商工会議所から滋賀県立大学

に 4年間の寄附講義が提供された。 

地域貢献のリーディングモデルを目指す本学として

も、世界遺産登録へのこれらの活動と連携して、持続可

能な魅力ある地域づくりのために、世界遺産に関する市

民意識の醸成、まちづくり人材の育成という観点から講

義や生涯学習を通じて取組を進めた。 

 

 

１ 彦根商工会議所寄附講義「世界遺産のまちづくり・

人づくり」 

（１）講義の概要 

彦根商工会議所からの寄附講義として令和元年度か

ら実施している「世界遺産のまちづくり・ひとづくり」

は、令和 3年度は①歴史・文化を生かしたまちづくりを

担う人材の育成、②まちづくりに向けたネットワーク・

プラットフォームづくり、③まちづくりの機運および市

民意識の醸成、を目的に次のようなスケジュールで実施

した。（2時間連続講義×全８日間・１６回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     世界遺産登録を目指す彦根城 

 

【講義テーマ 1 世界遺産とは何か。】 

 

 

      

 

タイトル・テーマ ゲスト講師・パートナー 

世界遺産とは何か―

―世界遺産から何を

学び、どう活かすか 

岡田保良氏（国士舘大学イラ

ク古代文化研究所教授・イコ

モス国内委員会委員長） 

世界遺産は誰のも

の？――文化財保存

と文化資源活用の動

向 

鈴木地平氏（文化庁文化資源

活用課文化財調査官） 

世界遺産の保護とそ

の危機――文化資源

の持続可能な保護を

目指して 

濱崎一志氏（滋賀県立大学元

教授・彦根景観フォーラム） 

世界遺産と現代都市

――新旧共存のため

の戦略と制度 

白井宏昌氏（滋賀県立大学環

境科学部教授） 

フィールドワーク―

―彦根城 

彦根ボランティアガイド協

会 

世界のなかの彦根と

彦根城――彦根にお

ける取り組みの現状

と課題 

鈴木達也氏（彦根城世界遺産

登録推進協議会・滋賀県文化

財保護課）、小林隆氏（彦根市

彦根城世界遺産登録推進室） 

ワークショップ：「ま

ち・ひと・しごと三方

よし」の世界遺産都市

を目指して① 

上田洋平（滋賀県立大学地域

共生センター講師） 

【特集】 
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【講義テーマ２ 世界遺産のまちづくり・ひとづくり】 

 

【講義テーマ３ ワークショップ「世界遺産・彦根のま

ちづくり」】 

 

（２）受講学生の感想（学生による学びのまとめ：抜粋） 

①世界遺産のまちづくり・人づくりとは      

・まちと人、人と人、まちとまちをつなぎ、豊かにする

ことである 

・地域の人々がその価値を理解し、みんなが主体的に遺

産およびまち全体を保護していくこと 

・地域住民・行政・民間団体が一丸となって、世界遺産

について知り、伝え、広げていくこと 

・行政に任せきりではなく、自分たちも主体となり遺産

を守り、共生していくこと 

・世界遺産とまちが共に輝くこと 

・人々の生活と心を豊かにするもの／世界遺産を守り伝

承する人づくりを通してまちをいきいきとさせること 

 

②この講義を受講して 

・彦根という一地域について深く考えること・知ること

ができ、有意義な学びを得られたと思う。授業は終わり

であるが、今後も彦根城、彦根のまちに注目していきた

い。 

・彦根城の魅力が多くの人に伝わり世界遺産として保存

されることを楽しみにしたい。 

・世界遺産が世界遺産である理由がただ単に綺麗である

とか、歴史があるというだけでなくもっと深い所に価値

があることに気づきました。 

・彦根市民として、彦根城が世界遺産になったら、世界

遺産になるには、について真剣に向き合って考えること

ができる授業だった。 

・彦根城に実際に行き、ボランティアの方の話を聞くこ

とで、彦根城が世界遺産に値する価値があることが改め

て分かったので良い機会であった。 

・彦根城が世界遺産になれるように清掃活動など自分に

できることを実践して少しでも協力していきたいと思

った。2024年がとても楽しみだと思った。 

・世界遺産にする・あり続ける、ということや世界遺産

を活かしたまちづくりなどには課題があり多くの検討

事項が存在することを知った。これからは自分も他人事

として捉えるのではなく、自ら積極的に進んでその遺産

のこと、町のことを学び活動に参加していきたいと思う。 

・小学生との交流では、地元が彦根だからこそ話せる話

を聞くことができて本当に勉強になった。 

・小学生との交流が最も楽しかった。1回生のうちにこ

のような交流体験ができてよかった。また大学生と小学

生とで交流する機会があればぜひ地域づくりの一環と

して参加したい。 

 

タイトル・テーマ ゲスト講師・パートナー 

世界遺産と企業活動――ま

ちづくりに果たす企業の役

割とその矜持（しごと） 

中村哲郎氏（島根県太田市

中村ブレイス株式会社専務

取締役） 

まちの宝を次世代につなぐ

――世界遺産と人材育成

（ひと） 

大高広和氏（福岡県人づく

り・県民生活部文化振興課

九州国立博物館・世界遺産

室世界遺産班主任技師） 

世界遺産のまちづくり――

官民一体で守り・活かす世

界遺産（まち） 

岡田康博氏（青森県企画政

策部世界文化遺産登録推進

室世界文化遺産登録専門

監） 

ワークショップ：「まち・ひ

と・しごと三方よし」の世界

遺産都市を目指して② 

上田洋平（滋賀県立大学地

域共生センター講師） 

タイトル・テーマ 
ゲスト講師・    

パートナー 

合同学習発表会＆ワークショ

ップ：わかちあい学びあう私の

まちの宝もの 

１．大学生からの発表「世界遺

産って何だろう？」「彦根城を

世界遺産に！」 

２．小学生からの発表 

３．交流 

彦根市立城西小学校の

みなさん 

ワークショップ：わたしからは

じまる世界遺産のまちづくり 

彦根商工会議所／彦根

城世界遺産登録推進協

議会／彦根城世界遺産

登録推進室 
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（３）講義の成果と課題 

講義については関係先の協力、とりわけ彦根市文化財

課世界遺産登録推進室や彦根城世界遺産登録推進協議

会、滋賀県文化財保護課に講義全般にわたって協力いた

だいた。また、彦根ボランティアガイド協会には、現地

でのガイドや彦根観光の最前線からの意見や視点を提

供いただいた。加えて、彦根市立城西小学校に協力いた

だき、大学生と小学生による学習成果交換・交流会を実

施することができた。 

当科目は、世界遺産について単に教養的に学ぶのでは

なく、学生自身が市民の一人として、彦根城の世界遺産

登録の当事者としての自覚を持ち、積極的・具体的に登

録に向けた機運の醸成やさまざまな活動に関わる人材

となることを期待するものである。受講した学生の考え

や感想を見ると、彦根城や世界遺産やさらにはその遺産

を活用したまちづくりについての認識を深めるだけで

なく、自ら様々な活動に協力や参加したいというものも

あり、彦根のまちで、歴史的・文化的遺産を守り活かし

たなりわいや事業に従事するきっかけに一定繋がった

ものと考えているが、今後も引き続き様々な当事者と連

携しながら、履修後のステップ、育成人材が活躍できる

場の確保・提供も視野にいれたプログラム運営に努める。 

 

 

２ 社会人オンライン公開講座 

本学人間文化学部地域文化学科 金宇大准教授による

「世界遺産の理念と彦根城の取り組み」をテーマにした

令和３年度社会人オンライン公開講座を「びわ湖東北部

地域連携協議会」との共催で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

vol.１「世界遺産に関する基礎知識」 

vol.２「世界遺産誕生のプロセスと理念」 

vol.３「世界遺産登録を目指す彦根城の取り組み」 

の３部構成とし、令和３年１１月から令和４年３月まで

の約４ヶ月間、希望者に YouTubeで限定配信した。 

彦根城の世界遺産登録を目指して地元彦根市をはじ

め滋賀県や地元企業等が連携して取り組みを進めてい

る時期でもあり、多くの方々の関心を集めた。２月１０

日付の毎日新聞滋賀版には「世界遺産へ意識を高め」と

題した大きな記事が掲載され、この記事を見た方からの

問い合わせや視聴申込みもあった。最終的には、この講

座の視聴回数は３部合計で、のべ７５４回に達した。 

視聴された方からは「まず vol.１と vol.２で世界遺

産についての基礎知識や理念を丁寧に解説していただ

いた後、vol.３において世界遺産登録を目指す彦根城の

取り組みを説明していただいたことで非常に理解を深

めることができた」、「世界遺産登録がゴールではなく、

人々が文化に親しむことこそ大切であることが分かっ

た」というような感想が多く寄せられた。視聴後のアン

ケートでは、約 97％の方が「満足した」、100％の方が「再

度の受講を希望する」と答えられなど大変好評だった。 

 

 

３ サテライト特別講演会 

サテライト・プラザ彦根の事業として、令和 4年 2月

25日「成熟した世界遺産を目指して」をテーマに、文化

庁の文化資源活用課文化遺産国際協力室文化財調査官

の鈴木地平氏を迎え特別講演会を本学が企画・実施した。

なおサテライト・プラザ彦根は令和 4年 3月末日をもっ

て閉鎖となるため最終講演会となった。この講演会は感

染拡大防止のため会場参加者を定員の半分以下の 27 名

とした。 

講演内容は、まず①世界遺産とは何だろう？という私

達の身近な疑問から始まった。「世界遺産」と言う言葉

は知名度に比して中身が知られていない制度である事

が説明され、会場の参加者からは共感が得られた。また 

世界遺産になる為には、年 1回開催される世界遺産委員

会で登録の可否が決定されること、鈴木氏も実際に参加
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されたという世界遺産委員会の舞台裏について、奮闘さ

れた仕事ぶりを聞く事ができた。 

 

次に②世界遺産にまつわる近ごろのエトセトラにつ

いて、日本全国の、時には世界の事例を用いて説明があ

った。「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産については、

日本側とイコモス側の見解の相違 (difference of 

opinions)があった事が説明された。また百舌鳥・古市古

墳群については地域コミュニティがどのように関わっ

ているかが重要視され、イコモスよりポジティブな評価

があった事が説明された。 

最後に③未来の世界遺産を目指して。彦根城の世界遺

産登録をなぜいま目指すのか参加者と考える事となっ

た。彦根城の世界遺産としての価値はわかりやすく説明

できているか。彦根城は、地元で愛される遺産となって

いるか。彦根城が世界遺産となることで、地元は Happy

になれるのか。様々な意見があり活発な議論がなされた。 

またこの講演会を再度拝聴したいとの意見があり、

YouTube での追加配信も行った。再生回数は 97 回とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集２  起業家的人材育成を目指し、   

ソーシャル・アントレプレナー（SE）コース

をパワーアップ 

 

１ SEコース設置経緯 

近江楽士（地域学）副専攻ソーシャル・アントレプ

レナー（SE）コースは平成 27年度に文部科学省事業

（COC+）の採択を受け編成したもので、COC+の事業目

的である「若者の地元定着」を果たすための教育プロ

グラムであった。 

学生はなぜ地元定着しないか？の学生への質問に、

多くの学生は「地元には就職する企業が無い」「中小企

業は大企業から言われたことをやるだけでしょう（面

白い仕事とは思えない）」などの反応があった。SEコー

スはこのような学生と企業の情報の非対称性を解くた

めに、「地元で活躍する経営者や起業者の姿を見せる

（地域社会とキャリア創成、のちにコミュニティとラ

イフデザインに名称変更）」「経営に興味を持ってもら

う（経営学序論、のちに MBA入門に名称変更）」「地元

経営者と学生が語り合う場（地域企業講座）」「地域に

おけるコミュニティ・ビジネスの取組実践（地域デザ

イン D）」の４つの講座を設置した。学生が、これらの

講座を連続で受講することで、「若者の地元定着の阻害

要因」を取り除き、地元企業にも興味を持ち就職や創

業・起業も考える若者が増えていくのではないかと仮

説を持った。 

SEコースの成果としては、期間中にこのコースを修

了し SEの称号を得た 8名の内、大学院に進学したもの

を除き 7名はすべて県内に定着した。サンプル数が少

数なので、効果の測定としては十分とは言えないもの

の、一定の効果は認めてもよいと思われる。 

令和元年度で COC+事業は終了したが、SEコースは

「近江楽士副専攻」として継続されることになった。 
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2 実践的起業家教育のための SEコースの再編 

 大きく変動する現代社会においては社会課題をビジ

ネスで解決する起業家的人材が求められること等を踏

まえ、令和 3年度から新たに実践的な起業家教育を強

化した SEコースをスタートさせた。 

起業家教育に内容を合わせるように SEコースの講座

の内容と名称変更を行った。「コミュニティとライフデ

ザイン」を「ソーシャル・ビジネス概論」に、「地域企

業講座」を「ビジネス・プランニング」に「地域デザ

イン D」の名称はそのままにして、講座の内容は実社会

で事業化プロセスを経験することにした。 

  

 

 

 

 

 

SEコースの特徴としては①グループワークを中心とし

たアクティブラーニングの学びであること。②地元経

営者や産業支援機関のサポートを中心に、地元と企業

の協力を得て運営していること③教材の多くは社会で

現実に起き得る現象を取り扱っていることとしてい

る。 

起業は知識習得のみならず実践を伴うことで理解が

深まるために、できるだけ社会人、特に企業経営者な

どとの接触の中で培われるものが多い。 

令和 3年度は SEコースの受講生の内 2名が起業準備

に入っている。 

 

ソーシャルビ

ジネス概論 MBA入門 
ビジネスプラン

ニング 
地域デザイン D 

図１：SEコース（履修モデル） 

  

図 2：SEコースと学内外との連携図 

  

ソーシャル・ 

ビジネス概論 

ビジネス・ 

プランニング 
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２－１－１ 地域課題の解決と地域共生等    

    に関する教育および研究 

 

１． 地域教育プログラム 

(1) 地域教育プログラム（基礎） 

 地域教育プログラムは、地域での実践を通して現実

に生起する諸問題に創造的に取り組み、変革する能力

と態度を養うことを目的にしている。「基礎」では １

年次の全学部学生約 600人が学部の枠を超えてグルー

プワークを通じ一緒に学ぶ「地域共生論」、選択科目の

「地域コミュニケーション論」をはじめとする地域基

礎科目で基礎的な能力を養う。 

(2) 近江楽士（地域学）副専攻 

地域教育プログラムの「展開」「応用」に位置付ける 

全学・全学科対象の未来志向の学びのプログラム。実

社会に必要なノウハウを地域から学び、主体的に考え、

行動し、課題を解決するための学びを提供する。 

コミュニティ・ネットワーカー（CN）コースは、地  

域を客観的に分析し、人材や資源を結び合わせて地域

再生に向けた取組をデザインするネットワーク力を

身に付ける。 

ソーシャル・アントレプレナー（SE）コースは、起 

業家的精神をもって起業や地元企業等でリーダーシ

ップを発揮する起業力を身につける。 

この副専攻を修了し所属学科の卒業要件を満たす 

ことで「近江楽士（コミュニティ・ネットワーカー）」、

「近江楽士（ソーシャル・アントレプレナー）」の称   

号が付与される。 

(3) 近江環人地域再生学座 

 本学の大学院生や社会人を対象に、地域再生のリ

ーダーとなる資質を有した人材「近江環人（コミュ

ニティ・アーキテクト）」を育成するもので、研究科

横断による枠組みで地域再生や地域活性化のため

の必要な知識と技能を総合的・体系的に習得できる

副専攻カリキュラム。 

なお、学座修了生を中心に結成された特定非営利

活動法人コミュニティ・アーキテクトネットワーク

（NPO法人環人ネット）が、地域での活動連携や大

学とのつなぎ役などで大きな役割を果たしていた

だいている。 

(4) 近江楽座 

 地域貢献を目的とする学生主体の地域活動を全

学的に支援（活動助成・コンサルティング・情報発

信と共有）する教育プログラム。平成 16 年度に文

部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム

（現代 GP）」事業として実施し、平成 19年度からは

本学の独自予算で継続している。事業の目標として

は、①地域の課題に学生・大学が取り組み、地域の

活性化に向けて共に行動する、②学生が地域の方々

と一緒に行動することにより、学内だけでは学べな

いことを体験する、③大学と地域が共同してよりよ

い地域づくり・人づくりにつながる仕組みをつくる、

の３つがある。毎年 20 を超えるプロジェクトがま

ちづくり、健康福祉医療、環境保全、農業振興、被

災地支援など様々な分野で、県内外、海外までもフ

ィールドにして活動を続けている。 

かみおかべ古民家活用計画：地域の清掃活動に参加 

２ 事業紹介 

２－１ 事業一覧 
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２． SDGs達成に向けての取組 

世界共通の目標である SDGs に関しては「地域に根

ざし、地域に学び、地域に貢献する」大学として、SDGs

の地域化拠点を目指して平成 30 年に滋賀県立大学

SDGs宣言をした。 

主な取組は、持続可能な地域社会づくりに貢献する

人づくりを目指す前記１に記載の様々な地域教育プ

ログラムのほか、キャンパス SDGsびわ湖大会、ソーシ

ャルシネマダイアログの手法による SDGs 連続講座、

出前講座など地域の人材育成の事業などにも取り組

んでいる。 

３． 地域づくり等調査研究 

本学の知的資源を生かし、自治体、NPO、経済団体等

と連携し受託研究を実施している。 

 

 

２－１－２ 地域における人材育成等 

前記 2-1-1 の 1「地域教育プログラム」における近

江環人地域再生学座によるまちづくりの担い手育成

の取組、前記 2-1-1 の 2「SDGs 達成に向けての取組」

に記載の地域において SDGs の視点も持って活躍する

人材育成のための連続講座、出前講座などの事業を実

施している。 

 

 

２－１－３ 地域との連携および交流 

１． 地域連携相談窓口の設置 

平成 30 年度より地域共生センターに地域連携相談

窓口を設けて、県や各市町、関係団体等からの大学と

の連携相談に一元的に対応し学内各学部との調整等

にあたっている。 

 

〇地域連携窓口の連絡先 

滋賀県立大学地域共生センター 

TEL：0749-28-9851 FAX：0749-28-0220 

e-mail：chiiki_koken@office.usp.ac.jp 

 

２． 市町等との包括連携協定 

「地域貢献」を取組の大きな柱とする本学として、

県内各市町と地域の課題や特性等を踏まえた具体的

な連携・協力関係や体制を明確にし、組織的な連携を

推進するため包括連携協定の締結を進め、随時意見交

換を行っている。また、関係団体とも連携協定を結び、

取組を推進している。 

 

 

２－１－４ 生涯学習、リカレント教育 

人生 100年時代と言われ地域住民の生涯学習や、現

役世代のリカレント教育など多様なニーズに対応す

ることも本学の使命である。①春期公開講座、②社会

人専門講座、③公開講義など、地域に貢献する本学と

して、社会情勢の動きや受講生の声を踏まえながら関

係教員の協力を得て本学の有する知的資源をもとに

これら生涯学習支援の取組の充実を図っている。また、

現役世代を対象としたリカレント教育についても関

係団体との検討を進めている。 

 

 

２－１－５ 他大学等の連携 

１． 環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

県内１４大学と県、市町、関係団体で構成される環

びわ湖大学・地域コンソーシアムの大学地域連携事業

に、本学学生の参加を呼び掛けながら取組を進めてい

る。 

２． 大学サテライト・プラザ彦根 

彦根市内の３大学、株式会社平和堂、彦根商工会議

所、彦根市が協働で運営し、単位互換講義の実施、講

演会などを実施している。 

３． びわ湖東北部地域連携協議会 

びわ湖東北部地域の５大学、県、３市、２商工会議

所、環びわ湖大学・地域コンソーシアムの連携によっ

て、SDGsを活用した豊かに働き生活できるびわ湖東北

部地域の創出に向け各種事業に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

mailto:chiiki_koken@office.usp.ac.jp
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２－２－１ 概要 

これからの時代を生きる若い世代には、これまでの仕

組みの延長線上に自らの能力を磨くだけでなく、変化す

る時代を生き抜き、世界共通の目標である SDGｓの達成

のためにも持続可能な社会の創造を担う能力と資質を

養うことが求められている。本学では、この課題に応え

るためこれまでの専門性を身につけ俯瞰的に物事を見

る能力を養うことに加えて、「コミュニケーション力」

「構想力」「実践力」の３つの力から養う【未来志向の変

革力】を身につけた人材を育成するための地域教育プロ

グラムを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このプログラムのカリキュラムマップは次のとおり

で、全学必修の地域共生論や地域基礎科目からなる【基

礎】、近江楽士副専攻科目や学部学科での地域志向科目

からなる【展開】、そして具体的な地域でのフィールド

ワークなどを主体とした地域デザイン A～D の【応用】

で構成されている。 

 また、学生主体の地域活動である近江楽座も学内では

学べないことを地域で体験する教育プログラムとして

位置づけている。 

 

 

 

 

 

 

２－２ 地域教育プログラム   

 

 

 

１年次全学必須「地域共生論」グループワーク風景 「ビジネス・プランニング」での成果発表 
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２－２－２ 関連科目の履修登録状況 

地域教育プログラムの地域基礎科目、近江楽士（地域

学）副専攻科目の開講科目および履修登録状況は次のと

おり。 

〇 地域教育プログラムの履修登録状況 

２－２－３ 地域共生論 

「地域共生論」は、各学部から提供されるテーマをもと

に、地域共生の意義を理解し自ら率先して地域における

活動等を実践することの大切さを学ぶとともに、SDGsの

視点も交えて考え、他者を理解し、共感と豊かな対話を

可能とするコミュニケーション力向上を目指す１年次

前期の全学生必修科目である。600名余の受講生を学部

のまたがるグループに編成し、ディスカッションやポス

ター作成、発表などのアクティブラーニングを実施する

のが本授業の特徴となっている。 

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の予防対策

を徹底した中で対面形式の授業を開講できた。教室内の

密を避けるため受講生を２教室に分けて、講義を担当す

る教員は別室から Zoom を使って各教室へライブ配信し

た。感染予防のため自宅受講を希望する学生にはオンラ

イン受講も可能とし、配信内容を録画することで欠席者

へのオンデマンド受講にも対応できた。対面とオンライ

ンを併用することで、音声環境に不具合が生じるなど今

後の課題は残ったものの、コロナ禍で奪われていたグル

ープワークを通じた学びの場を実現する、新たな手法を

確立することができた。 

 

 

 

 

※近江と歴史と文化は 2020 年度入学生より人間学科目に変更のため、

2019 年度以前入学生の履修登録者数。 

２－２－４ 地域基礎科目 

地域基礎科目は地域教育プログラムの基礎となる科目

群で、全学共通の科目であり、全学部生は前記 2-2-3の

必修科目「地域共生論」のほか、選択必修科目から１科

目以上選択必修する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

科目名 
履修登録者数 

令和２年度 令和３年度 

地域共生論 633 649 

地域コミュニケーション
論 

62 80 

近江の歴史と文化 15＊ 9＊ 

地域社会福祉論 137 119 

地域づくり人材論 155 130 

びわこ環境行政論 107 91 

多文化共生論 不開講 92 

地域産業・企業から学ぶ

社長講義 
155 133 

SDGs と滋賀のグローカ

ルイノベーション～近江
の暮らしとなりわい～ 

45 53 

近江の美 不開講 182 

世界遺産のまちづくり・
人づくり 

17 12 

地域診断法 81 65 

システム思考法 24 21 

問題解決デザイン論 22 21 

R2 コミュニティとライ
フデザイン 
R3 ソーシャル・ビジネス

概論 

14 34 

MBA入門 27 27 

R2 地域企業講座 
R3 ビジネス・プランニン
グ 

24 16 

地域デザインＡ 47 47 

地域デザインＢ 3 3 

地域デザインＣ 3 3 

地域デザインＤ 9 0 
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〇 地域基礎科目（選択必修科目） 

 

 

 

 地域基礎科目のうち「地域づくり人材論」は、次代の

地域社会を担う人材、地域の活性化を促す人材について、

１）地域における「人材」とは何か、２）地域づくり人

材が必要とされる背景、３）その人材に求められる役割

と能力、４）さまざまな地域づくり人材像、５）その人

材が生き生きと活躍する地域社会の展望等について、実

際に各分野で活躍している人々を教室に招き、その存在

や体験に触れながら学んでいる。 

 授業では、東近江で伝統ある政所茶の生産振興、日野

での農福連携、琵琶湖の沖島での離島振興、滋賀県北部

で地場産業をデザインの力で再生する取組や地域農業

をポジティブに捉えた活動、仏像など地域文化財をいか

した活動、地域資源の魅力発信などの活動、湖東地域で

古民家活用など様々な分野の方々を講師に招き、受講し

た学生からは「様々な人の話が聞けて、自分の考え方や

モノの見方が変わった。」「将来について考えさせられ

た。」などの感想があった。 

 

 

２－２－５ 地域志向科目 

 地域志向科目は、各学部学科の専門科目として提供さ

れるもので、地域教育の一環として積極的に履修するこ

とを推奨している。 

令和３年度は、環境科学部の「環境フィールドワーク

Ⅰ」など 8科目、工学部の「材料科学実験Ⅱ」など 2科

目、人間文化学部の「環琵琶湖文化論実習」など 10 科

目、人間看護学部の「人間看護学概論」など 4科目が地

域志向科目に位置付けられている。 

 

 

２－２－６ 近江楽士（地域学）副専攻 

１． 人材育成イメージ、身につける力と科目構成 

(1)コミュニティ・ネットワーカー(CN)コース 

CN コースでは、①地域を客観的に分析し、人や資

源を結び合わせて地域再生に向けた取組をデザイン

する人材、②行政や NPO、市民活動等の分野でリーダ

ーシップを発揮する人材の育成を目指し、地域を題

材に具体的に地域課題を解決できるノウハウを学ん

でいる。 

 

科目 講義の主な内容 

地域コミュニケ

ーション論 

産官学様々な立場や現場で活躍する地

域人との対話や共同作業を通じて、地
域社会で重要視されるコミュニケーシ
ョンの基礎体力を養う 

地域社会福祉論 少子高齢化や社会保障制度の行きづま
り、孤独死や自殺の増加、子どもの貧困
と格差社会などの現状を見つめどんな

共通認識で何が必要か考察する。 

地域づくり人材

論 

地域の活性化を促す人材について、実

際に各分野で活躍している人々を教室
に招き、その存在や体験に触れながら
学ぶ。 

びわこ環境行政
論 

滋賀県の各分野の政策立案にかかわる
行政担当者の講義を通じて、地域環境
政策の課題を学び、琵琶湖という環境

資産をもつ地域の持続可能な発展への
政策とその実施について考える。 

多文化共生論 教育や医療、行政などの各現場で多文
化共生にとりくんでいる方をゲストス
ピーカーに招きながら、多文化共生の

地域づくりにおける現状と課題につい
て学び考える。 

地域産業・企業

から学ぶ社長講
義 

滋賀県の代表企業等のトップに産業界

ニーズ、求める人材、学生に期待される
能力などを語って頂き、滋賀県の産業・
経済の特徴や抱える課題などを学ぶ。 

SDGs と滋賀のグ
ローカルイノベ

ーション～近江
の暮らしとなり
わい～ 

近江のいとなみを事例に様々なゲスト
と議論し、ＳＤＧｓの考え方に照らし

ローカルな実践・課題とグローバルな
それらとがどう関わり、その関りの中
でどんな未来（グローカル・イノベーシ

ョン）が実現できるのか導き出す。 

近江の美 近江には豊かな自然とその恵みを活用
した美術工芸が根付き、多くの職人が

集い技を磨いてきた。こうした営みか
ら編み出された「美」、作品を通じて湧
き上がる「感性」がどう醸成されたかを

振り返り、最前線の職人、企業家、編集
者、デザイナーなどと教員との対談で
美意識を深める。 

世界遺産のまち
づくり・人づく

り 
（彦根商工会議
所寄附講義） 

各国各地の世界遺産と人と状況をゲス
トに報告頂きケースメソッドや彦根城

の世界遺産登録に向けた産官民の取り
組みに関するワークショップ、まちづ
くり事業の提案等に取り組む。 

地域診断法 
副専攻科目（CN
必修） 

日々求められる判断を行う際の物事の
見方を修得し物事をうわべだけでなく
分解・再構築してその本質的な特徴を

見出す手法を「地域」をテーマとした
「地域診断法」「エコロジカルプランニ
ング」という手法を通じて身につける。 

ソーシャル・ビ
ジネス概論 

副専攻科目（SE
必修） 

社会的な課題や地域課題の解決手法と
してのソーシャル・ビジネス(SB)やコ

ミュニティ・ビジネス(CB)の理念を先
駆者から学び代表事例を学習する。さ
らに SB、CBを実践するための基礎的な

知識や事例研究からそのノウハウを学
ぶ。  
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〇 CNコースの科目構成 

科目 備考 

地域診断法 

必修 システム思考法 

問題解決デザイン論 

地域デザインＡ～D 
選択必修 

（A、Bの受講を推奨） 

 

(2)ソーシャル・アントレプレナー（SE）コース 

SEコースでは、①ソーシャル・ビジネスの発想と

手法によって地域課題を解決に導く起業的人材、②

起業家精神をもって地元企業等でリーダーシップを

発揮する人材の育成を目指している。 

令和 3 年度はより起業家的精神をもった人材を育

成すべく科目構成を見直した。創業・起業事例をも

とに地域課題解決手法を学ぶ「ソーシャル・ビジネ

ス概論」、ビジネスゲームを通じ経営、経済の基本、

企業の社会的価値を学ぶ「MBA入門」、事業計画の作

成を学ぶ「ビジネス・プランニング」、ビジネスプラ

ンの地域社会等での実践「地域デザイン C,D」で新た

に構成した。 

 

〇 SEコースの科目構成（令和 3年度より） 

科目 備考 

ソーシャル・ビジネス概論 

必修 ＭＢＡ入門 

ビジネス・プランニング 

地域デザインＡ～D 
選択必修 

（C、Dの受講を推奨） 

 

 

２． 近江楽士の称号授与者 

近江楽士（地域学）副専攻の各コースの所定の単

位を修得し、所属する学科の修了要件を満たすと副

専攻の修了が認められ、近江楽士の称号が授与され

る。 

近江楽士コミュニティ・ネットワーカー（CN）称

号授与者は平成 26年度から、ソーシャル・アントレ

プレナー（SE）称号授与者は平成 30年度から輩出し

ている。 

SEコース称号授与者の就職先は、大学院進学者を

除いて、その多くが滋賀県内となっており、地元定

着につながっている。 

〇 近江楽士称号授与者数の推移 

称号 
H2

6 

H2

7 

H2

8 

H2

9 

H3

0 
R1 R2 R3 

CN 16 12 10 3 23 16 6 21 

SE － － － － 3 5 １ 4 

合計 16 12 10 3 26 21 7 25 

実人数 16 12 10 3 23 17 7 21 

 

 

３ 特徴的な講義内容等 

（１）「ソーシャル・ビジネス概論」がスタート 

 ソーシャル・アントレプレナーコースの一番基礎的な

学びである「ソーシャル・ビジネス概論」が令和 3年度

履修登録 34 名でスタートした。この科目では社会的な

課題や地域課題の解決手法としてのソーシャル・ビジネ

スやコミュニティ・ビジネスについて先駆者からその理

念や代表事例を、またそれらを実践するための基礎的な

知識の習得や県内の事例研究からノウハウを学ぶ。 

具体的には①先駆者からの理念等の学びに関しては

ムハマド・ユヌス「貧困のない世界を創る」、渕上清二

「近江商人ものしり帖」、渋沢栄一「論語と算盤」、細内

信孝「コミュニティ・ビジネス」を活用し、②代表事例

として、「葉っぱビジネス」、「マザーハウス」、「ボーダー

レスジャパン」の取組をグループでの議論も交えて学ん

だ。 

また、ビジネスによる地域課題解決の手法やビジネス計

画、資金計画、ソーシャルインパクトのノウハウ、県内

において地域資源である雑木を活用したビジネス、農福

連携など福祉分野でのビジネスなどの事例を学び、グル

ープワークでソーシャル・ビジネスを設計した。 

（２）実践現場での学び 

近江楽士（地域学）副専攻の座学では、両コースと 

も地域課題に関するグループワークを中心に行い、地域

デザインＡ～Ｄの講義では現場に足を運んで地域の

方々の協力を得ながら実践的な学びを修得した. 
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〇 令和３年度の主な実践現場等 

科目名 学びのフィールド等 

地域デザインＡ 

東近江市栗見出在家、大津市ナカマチ

商店街、愛荘町夢まちテラスえち、多

賀町大滝でのフィールドワーク、提案

発表 

地域デザインＢ 
地域活動をテーマとした動画の制作

で地域の情報発信のノウハウを学ぶ 

地域デザインＣ 
彦根市石寺町における居場所づくり

コミュニティカフェの企画、運営 

地域デザインＤ 

新たに事業を起こす場合に必要とな

るビジネス・プランニング（事業計画）

について、企業の経営者のアドバイス

も受けながら学ぶ。 

 

 

２－２－７ 近江環人地域再生学座 

近江環人地域再生学座は、湖国近江をフィールドに地

域診断からまちづくり活動の実践まで、地域における多

様な活動や挑戦のための知識・手法の教授を通じて、地

域資源を活用した地域課題の解決や地域イノベーショ

ンを興し地域社会を切り拓くイノベーターやコーディ

ネーターの育成を目指すプログラムである。 

プログラムを修了し、検定試験に合格することで受講

者には称号「近江環人（コミュニティ・アーキテクト）」

が授与される。自治体職員、民間企業、NPOや自治会に

所属する方、建築や都市計画の専門家など様々な所属・

専門の人材が受講し、令和３年度末までに 156名（うち

大学院コース 75名、社会人コース 81名）が称号を獲得

した。 

令和３年度の称号授与者は大学院コース 5名、社会人

コース 5名の計 10名である。授業は対面、オンライン、

オンデマンド方式を併用して行った。 

受講生アンケート結果では回答者すべてが大変満足

とし、感想として次のような声があった。 

・座学だけでなく実践者講義と実践と先進地視察があ

ったことで理解が深まった 

・まちづくりで実際に最前線で活躍されている方の生

の声を聞けた 

・多面的な視点で地域の課題を見ることができた 

・いろんな人と繋がりができて、ビジネスノウハウを知

ることができた 

・オンラインと対面を選ぶことができありがたかった 

・地域内外とのつながりを広げ、コーディネーターとし

ての動きを意識して地域イノベーションに寄与した

い 

・近江環人としてやるべきこと、自分だからやれること

を追求しながら、永続的に継続できる地域活性、地域

循環ができる基盤を地元で実践したい 

・学んだことを活かして地域に入り、関わった人達が

日々の暮らしの中で笑顔になれる時間がちょこっと

増えるといいなと思っている 

・近江環人として自分の地域に誇りと希望をもって、地

域がゆるやかに山を降りるにはどうすればよいか、周

りの方の協力を得ながら考え行動できる人になりた

い 

近江環人の教育課程については外部の有識者から意

見を聴いており、次のような意見が出され今後のプログ

ラムに反映していくこととなった。 

・近年様々な形でデータの活用が進み、デジタル田園都

市構想も掲げられる中、データの扱いを含めた知見や技

能を獲得できるプログラムや授業があるとよい 

・地域の課題について、地域の企業人や経営者も共に考

え、事業を展開できるとよい 

・まちづくり人材の活躍・活用の点から、滋賀県には頑

張っている人がたくさんおり、そうした人材同士はつな

がっているが、一般の地域の人がまちづくり人材にアプ

ローチする仕組みが弱い 

福井県「みんなの茶の間 836」にて記念撮影 

地域デザイン A東近江市平石地区でのフィールドワーク 
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２－２－８ 近江楽座 

 

近江楽座の取組は、平成 16 年度に始まり令和 3 年度ま

での 18年間で生まれたプロジェクトは延べ 404件である。

扱うテーマはまちづくりを始め、健康医療福祉、環境保全、

農業振興、伝統文化の継承、被災地支援と広範で、活動地

域も県内のみならず、県外や海外にまで及んでいる。 

しかしながら、地域での活動を主体とする近江楽座は、

令和 3年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、活

動の制限を余儀なくされた。 

感染拡大の影響で 5 月 26～28 日、3 日間全学休校とな

り、課外活動も禁止され、当初 5 月 29 日の予定していた

プレゼンテーション・審査会を少し遅らせて 6 月 13 日に

実施した。また、学生たちの活動にとって大切な夏休み期

間の 8月には新型コロナウイルスまん延防止等重点措置が

適用されたため活動が制限、さらに 8 月 27 日から大学活

動レベルが引き上げられたことによって、オンラインの活

動のみに制限された。後期授業が始まった 10 月 4 日から

ようやく通常通りの活動が行えるようになったが、年明け

から再び全国的な感染拡大により、活動における感染リス

クを軽減する注意喚起を行いながら、活動を進めてもらう

こととなった。 

このように人が集まり交流することが制限される中、事

務局ではプロジェクトの取組の動画配信に力を入れ、学内

外へ学生たちの活動を積極的に発信した。4 月の活動成果

報告会、また WEBオープンキャンパスでの近江楽座の取組

の発信、8月には 2020年度の近江楽座チームの取組をまと

めた動画「2020 年度 近江楽座プロジェクトギャラリー」

を作成し配信、12 月の中間報告会の模様も動画で配信し、

より多くの人に、オンデマンドでいつでも、どこででも近

江楽座の学生たちの活動を見てもらえるようした。 

令和 3年度の事業実施日程と採択プロジェクト一覧は後

掲・表のとおりである。Withコロナの実践の中で、試行錯

誤しながらコロナ禍とは思えないような成果や新たな工

夫も数多く行われてきている。各プロジェクトの具体的な

取組について、以下、共通する内容をまとめ、トピックス

として紹介していく。 

 

 

 

 

 

 

【活動のトピックス】 

(1)取組成果を 1冊の本にまとめ、展示会を開催 

たけともミライが、10年間の被災地支援の取組をまと

めたブックレット「被災地に生きた竹建築―竹の会所

―」の改訂版を作成。また、大学内カフェテリア（2021

年 11月）と滋賀県立美術館（2022年 3月～4月）で展示

会「竹の会所のものがたり展」を開催した。 

 

(2)活動が外部から評価される 

たけともミライ代表の里本麗さんが一般財団法人 学生

サポートセンターが主催する「学生ボランティア団体助成

事業」に応募し、活動体験をまとめた「被災地支援と私た

ちにできること」が、学生ボランティア団体活動体験レポ

ートの優秀作品に選ばれた。 

ボランティアサークル Harmonyが、メロディーとともに

行っている油絵制作の定例活動で子どもたちが描いた作

品が、滋賀県内の障がいのある方の造形作品を募集した

「第 11回ぴかっ toアート展」にて大賞と審査員特別賞を

受賞した。 

 

(3)ネットを活用した販路拡大や活動の新たな取組 

政所茶レン茶゛―が、お茶のネット販売を行い、対面販

売では難しかった遠方のお客さんにもお茶を届けられる

ようになり、県内外の多くの地域の方に継続して政所茶を

味わっていただくことができるようになった。 

ボランティアサークル Harmonyが、コロナ禍においても

オンラインできる活動として始めた「ハーモニー学習会」

を今年度 2回開催し、養護学校の先生方や障がいを持つ親

御さん、卒業生の話を聞かせていただき、学びを深めるこ

とができた。 

たけともミライ 「竹の会所のものがたり展」 
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Jesuit House Projectが、フィリピンの方を対象とした

ワークショップをオンラインで行い、女性たちが制作した

ハンドクラフトジュエリーと水彩画の展示会を近江八幡

市の白雲館と大学内交流センターで行った。 

また、キャンパス SDGsびわこ大会 2021に参加し、他の

SDGｓの活動に取り組む学生と共に、「一層大きな自由のた

めに」をテーマにプレゼンを行い、三日月滋賀県知事とオ

ンラインで対談を行った。 

 

(4)滋賀県安心安全店舗の認証を受け営業再開 

コロナにより飲食を伴う活動が制限されていたが、滋賀

県安心安全店舗認証制度の承認を受け、とよさと快蔵プロ

ジェクトが、Barタルタルーガを 2022年 2月に、2年ぶり

に復活させることができた。休業中は店内の清掃や棚づく

り、メニューの開発など、リニューアルオープンに向けて

準備を進めた。再開した際は町の人や常連だったお客様に

来て頂き、コミュニケーションの拠点となる場所として重

要性を再確認することができた。 

おとくらプロジェクトも、喫茶営業の再開に向けて、 

認証を受けるための準備を進めた（その後、認証を受

け、約 2年ぶりの 2022年 5月 7日から営業を再開）。 

(5)コロナ禍においてもできるイベントを工夫し実施 

とよさと快蔵プロジェクトが、プロジェクトメンバーが

それぞれの個性を表現した作品の展示会を計画・実施した。

町の人たちにも見てもらうことができ、さまざまな人の繋

がりをつくることができた。 

あかりんちゅでは、コロナ前と比べても多数のイベント

や教室開催の依頼をいただいた。静かに楽しむキャンドル

の特性が情勢にマッチしていたのではないか。 

 

（6）長らくできなかったイベント等が実施できた 

BAMBOO HOUSE PROJECTが、11、12月に宿泊を伴うワー

クショップを実施することができた。 

フラワーエネルギー「なの・わり」が、2 年ぶりに子ど

も向けイベント・科学実験教室を、8 月に長浜市のヤンマ

ーミュージアムで開催することができた。 

あかりんちゅが、8 月に日野町の滋賀農業公園ブルーメ

の丘で、約 3,500個のキャンドルを点灯してキャンドルナ

イトを行うことができた。 

未来看護塾が、地域の人たちの健康を支援するイベント

「応援！生き活き健康生活」を 12 月に、ビバシティ彦根

で無事開催することができた。多くの方に楽しく参加して

いただいた。 

かみおかべ古民家活用計画が、地域の方々との交流が減

る現状を改善しようと、地域の小学生を対象とした正月遊

びのイベントを開催し、2 年ぶりに古民家でのイベントを

復活することができた。遊びを通して子どもたちが楽しめ

る企画となり、保護者の方とも交流でき、大変よろこんで 

もらえた。 

 

（7）新たな特産品づくりや商品開発にチャレンジ 

政所茶レン茶゛―が、家に急須がないという若い世代で

も利用できるよう、ティーパック番茶の商品化を実現した。
とよさと快蔵プロジェクト Barタルタルーガ再開 

未来看護塾 ビバシティ彦根 ちびっこ広場 

Jesuit House Project ハンドクラフトジュエリーと 
水彩画の展示（近江八幡市白雲館） 
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また、商品のパッケージデザインをメンバー自ら考案した

スタイリッシュなものに一新し、若い世代やファミリー世

代にもより親しみを持ってもらえるようになった。 

座・沖島が、耕作放棄地を畑に整備し、青パパイヤを収

穫することができた。その青パパイヤを使ったカレーと福

神漬けの試食会を行った。 

 

（8）地域の課題に応える成果物の作成や催しを実施 

沖島 RYUBOKU HUT プロジェクトが、「休憩所でゆっくり

できるような屋根がほしい」という住民の方の要望に応え、

躯体となる流木に葦を葺いて屋根をかけた。 

Taga-Town-Project が、多賀観光協会から依頼を受け、 

多賀大社門前の飲食店やみやげもの店などを一軒一軒訪

ね、新たな魅力なども発見しながら 32 の店舗を紹介する

「多賀・絵馬通り グルメ＆おみやげ さんさくマップ」を

作成した。 

 

廃棄物バスターズが、日本財団と環境省の共同事業とし

て実施する全国一斉清掃活動「秋の海ごみゼロウィーク」

に参加。びわ湖放送の方々と彦根市の湖岸緑地大藪、松原

水泳場、南三ツ谷公園で清掃活動を行った。カードを用い

たゴミ調査も行った。 

田の浦ファンクラブ学生サポートチームが、大阪防災プ

ロジェクトと共同で、滋賀県を舞台にして、遊び感覚で楽

しみながら防災知識を学ぶことができるすごろくゲーム

「びわ湖一周防災ゲーム」を作成した。 

地域博物館プロジェクトが、これまで収集した民具と休

校の学校を活用して、重要文化的景観に登録された東草野

の資料館をつくるため、ジオラマ制作等行い展示室づくり

を進めた（令和 4年度開館予定）。 

 

（9）地域との新たな関わりを模索、構築できた 

新規プロジェクトの沖島 RYUBOKU HUT プロジェクトが

自治会のイベントに招いていただき、RYUBOKU HUTとその

周辺にイルミネーションを行った。また沖島の文化祭にも

参加した。 

同じく竹林 GAKU が、近江八幡市円山町でヨシの保全を

行っている「まるやまの自然と文化を守る会」が主催する

竹とヨシを使ったイベント「第１回ヨシフェス」にあかり

んちゅと協力して参加した。 

 

同じくお山さんありがとさんが、荒神山の三地点を対象

とし里山整備活動を行い、その内の一地域で学生主導で活

用できるフィールドが確保できた。 

おとくらプロジェクトでは、喫茶営業の休止や各種イベ

ントの中止によって地域の方々と関わる機会は激減して

しまったが、高宮歴史研究部会という地域団体の活動に参

加する形で新たに地域とのかかわり方を構築することが

できた。 

かみおかべ古民家活用計画では、コロナで多くの地域行

事がやむなくとりやめとなっているが、地域の清掃活動に

沖島 RYUBOKU HUTプロジェクト沖島文化祭で活動を報告 

収穫した青パパイヤ 

収穫した青パパイヤ 

座・沖島 

多賀・絵馬通り グルメ＆おみやげ さんさくマップ 
Taga-Town-Project 
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参加させていただき、地域の方々との交流を深めた。また、

年度末に行われた上岡部町の定期総会にも参加し、１年間

の活動報告を行った。 

 

（10）依頼があり、活動がさらに周辺地域へと広がった 

BAMBOO HOUSE PROJECTでは、活動拠点の「竹の庭」隣の

個人所有の竹林の持ち主から、ぜひうちの竹林も整備して

ほしいという依頼を受け、学生とまちづくり協議会の方々

とで竹林整備を行った。地域の人たちに活動を知ってもら

って、認められてきている。 

 

（11）その他、多種多様な活動を展開 

今年度から活動を開始した県大ラジオ部が、エフエム彦

根で自主製作番組を放送した。また、彦根銀座街でえびす

講開催時に公開放送を行った。 

 とよさらだプロジェクトでは、たくさんの新入生が加入

し、作業が楽しく、スムーズに行えるようになった。 

また、昨年植えたミカンに初めて実がついた。 

滋賀県大生き物研究会が、大学内の環濠でウシガエルの

駆除を実施。環濠には、在来種も外来種も色々な生物が生

息しているおり、特にウシガエルの個体数が多い。カニカ

ゴを使って多くのウシガエル（幼生）を駆除した。 

田の浦ファンクラブ学生サポートチームが、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響で定期訪問ができなくなり、「つ

ながり」を継続するために「田の浦ファンクラブ通信」を

発行、送付した。 

男鬼里山集落再生プロジェクトが、男鬼集落にある歴史

的な民家を再生することを目的に、民家と敷地の清掃活動

を行った。また、11月に行われた「しめ縄奉納会」の際に

「清掃途中展」を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 令和３年度の事業実施日程 

日程 行事 

4 月 19 日～5 月 17 日 プロジェクト募集 

4 月 21～23 日 2020 年度活動成果報告会開催 

5 月 26～28 日 新型コロナウイルス感染拡大のため全学休校、課外活動の禁止 

6 月 13 日 令和 3 年度プレゼンテーション・審査会 

6 月 18 日、22 日 審査結果発表＜22 プロジェクト採択＞、活動説明会・プロジェクト活動開始 

7 月 9～26 日 プロジェクト追加募集 

7 月 29 日、8 月 5 日 追加募集プレゼンテーション・審査会、結果発表＜1 プロジェクト採択＞ 

10 月 18,20～22,25 日 助成金中間ヒアリング 

11 月 20 日 キャンパス SDGs びわ湖大会（オンライン開催） 

学生知事対談（1 チーム参加）、パネル展示（18 チーム出展） 

12 月 14～17 日 中間報告会開催 

3 月 1～7 日 助成金最終ヒアリング 

3 月 15 日 活動実績報告提出 

 

 

彦根銀座街での公開放送（えびす講開催時） 
県大ラジオ部 
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〇 令和３年度の採択プロジェクト一覧 

プロジェクト名 活動エリア 関連団体 

政所茶レン茶“－ 東近江市政所町 政所茶縁の会 

県大ラジオ部 彦根市 エフエムひこねコミュニティ放送株式会社 

とよさと快蔵プロジェクト 豊郷町 NPO 法人とよさとまちづくり委員会 

BAMBOO HOUSE PROJECT 湖南市菩提寺 菩提寺まちづくり協議会 

フラワーエネルギー「なの・わり」 彦根市 菜の花プロジェクトネットワーク 

あかりんちゅ 彦根市、県内他 滋賀教区浄土宗青年会 

障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェク

ト（ボランティアサークル Harmony） 
彦根市、東近江市他 

NPO 法人障害者の就労と余暇を考える会メロデ

ィー 

未来看護塾 彦根市 
彦根市立病院、特定非営利活動法人 NPO ぽぽハ

ウス、城南保育園 

とよさらだプロジェクト 豊郷町 豊郷町役場 

沖島 RYUBOKU HUT プロジェクト 近江八幡市沖島町 沖島ファンクラブ「もんて」 

Taga-Town-Project  多賀町 一般社団法人多賀観光協会 

廃棄物バスターズ 彦根市、県内他 社会福祉法人いしづみ会 他 

犬上川竹林整備プロジェクト（竹林 GAKU） 彦根市 犬上川開出今地区竹林愛護会、彦根市、滋賀県 

たけともミライ 宮城県気仙沼市 (株)髙橋工業 

座・沖島 近江八幡市沖島町 沖島町離島振興推進協議会、沖島自治会 

おとくらプロジェクト 彦根市高宮町 高宮連合自治会 

内湖の再生と水辺のコーディネート 

（滋賀県大生き物研究会） 
彦根市神上沼他 彦根市愛西土地改良区 

田の浦ファンクラブ学生サポートチーム 宮城県南三陸町歌津地区田の浦、県内 NPO 法人田の浦ファンクラブ他 

地域博物館プロジェクト（スチューデント・キ

ュレイターズ） 
彦根市・米原市・高島市・近江八幡市 白谷荘歴史民俗博物館他 

Jesuit House Project フィリピン セブ市 
NPO 法人 Foot Roots、NPO 法人セブンスピリッ

ト、HO-TONG FOUNDATION、 

男鬼里山集落再生プロジェクト 

（オオリヤロウ） 
彦根市男鬼集落 男鬼集落の家屋所有者（元住民の方） 

お山さんありがとさん 彦根市荒神山他 おうみ木質バイオマス利用研究会、YOBISHI 他 

か み お か べ 古 民 家 活 用 計 画 － SLEEPING 

BEAUTY－ 
彦根市上岡部町 上岡部町自治会、ベストハウスネクスト(株) 
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 ２－３－１ SDGsに関する取組の全体像 

本学では、平成 30年６月に「滋賀県立大学 SDGs宣言」

を行った。大学の SDGs への取組みとしては２つの方向

性から考えることができる。一つは、世界共通の持続可

能な開発目標である SDGsをこの滋賀の地に適合させ、 

 

 

 

 

根付かせること。そしてもう一つが、既に近江商人の三

方よしの精神に基づき、長年に亘り、実践され、蓄積さ

れてきた暮らしとなりわいにおける様々な地域の 

叡智を世界に発信し、SDGsに統合しようとすることであ

る。この双方向的な“SDGsの地域化”こそが、大学が果

たすべき役割であると考え、取組みを進めている。 

 

 

 

 

２－３ SDGs地域化拠点の取組 

滋賀の暮らしに根づく

持続可能な叡智や実践

SDGs達成に向けた

世界の動きや成果

研究
ローカルな実践から得
られた知見の発信

教育
海外留学生の受入れ
(地域での教育)

社会
貢献

災害復興や途上国への
支援活動

研究
世界の様々な研究成果
の理解

教育
県大生の海外留学
(海外での教育)

研究
地域課題への取り組み
実例・成果の蓄積

教育
地域教育プログラムで
の地域人による支援

研究
地域課題をテーマとし
た研究活動

教育
公開講座・出張講座に
よる地域教育

社会
貢献

近江楽座やゼミ活動に
よる地域貢献

職員 教員

学生地域

世界共通の目標である
SDGsを地域に根づかせる

SDGsに地域の叡智と
実践を統合する

滋賀県立大学は、誰ひとり取り残さない持続可能な社会

の実現に向けて、SDGs地域化拠点となります。
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２－３－２ キャンパス SDGs 

びわ湖大会 2021 

 

１ 開催日時 令和 3年 11月 20日（土） 

10時 30分から 16時 30分 

２ 開催形式 オンライン開催 

３ 当日参加申込者数：166名 

オンデマンド視聴回数 1,528回（R4.3.23現在） 

４ プログラム  

  総合司会・進行 山尾 萌々佳さん（滋賀県立大学） 

(1)第Ⅰ部 学生知事対談  

テーマ：「一層大きな自由のために」 

ウィズコロナ、ポストコロナの世界を見据え、

「一層大きな自由のために」をテーマとして、今日

における自由の意味や機能、これからの時代の自

由のあり方などについて学生と三日月知事の対談

を行った。 

〇登壇者 

名前 所属 

正木 美帆さん 滋賀県立大学大学院 環境科学研究科 1年 

前田 大志さん JICA/ 

オーストラリア国立大学大学院進学予定 

志賀 慎之介さん 神戸大学 法学部１年 

橋本 京佳さん 

葛輪 優さん 

滋賀県立大学 環境科学部４年/ 

近江楽座 Jesuit House Project 

畠 麻里奈さん 立命館大学 国際関係学部１年 

三日月大造さん 滋賀県知事 

上田洋平 

(モデレーター) 

滋賀県立大学地域共生センター講師 

 

(2)第Ⅱ部 基調講演  

博報堂 DYホールディングスグループ広報・ 

IR室 CSRグループ推進担当部長 川廷昌弘氏   

モデレーター：滋賀県立大学地域共生センター       

教授 鵜飼 修 

川廷氏からは、SDGsの地域化に向けて SDGsを自分ご

と化し、「SDGsで自分を変える、未来が変わる」をテー

マに SDGsへの取り組み方について講演いただいた。 

 

 

(3)第Ⅲ部 滋賀の SDGs・MLGsひろば（分科会） 

４つの分科会に分かれて、県内外の学生、地域活

動団体、企業等が活動報告を行い、SDGs の地域化

のためのポイントを議論した。ファシリテーター

には、マザーレイクゴールズ推進委員会(MLGs)、し

がローカル SDGs 研究会(SL2)の協力をいただき、

本学学生と一緒に議論を進行した。 

 

〇第 1分科会 テーマ「社会」 

 ・ファシリテーター：一伊達 哲さん (MLGs) 

           田村 彩華さん (滋賀県立大生） 

 ・活動報告者： 

廃棄物バスターズ（滋賀県立大学近江楽座） 

株式会社 人生最幸 

立命館大学阿部俊彦研究室 

湖をつくる会 

 

〇第 2分科会 テーマ「人間」 

 ・ファシリテーター：村上 悟さん (MLGs) 

           大原 悠人さん（滋賀県立大生） 

・活動報告者：  

聖泉大学 地域看護学領域 

対談の様子のグラフィックレコーディング 

告 

基調講演：川廷 昌弘氏 
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NPO法人 FootRoots 

JICA関西 

琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協議会 

 

〇第 3分科会 テーマ「自然文化」 

 ・ファシリテーター：辻 博子さん (SL2） 

           菊河 奈奈さん（滋賀県立大生） 

 ・活動報告者： 

NPO法人国際ボランティア学生協会 

琵琶湖とつながる生きもの田んぼ物語推進協議会 

甲賀市立朝宮小学校 

滋賀文教短期大学 国文学科 1年生 

 

〇第 4分科会 テーマ「経済」 

 ・ファシリテーター：吉本 智さん (SL2） 

           脇 捺夢さん（滋賀県立大生） 

 ・活動報告者： 

彦根商工会議所青年部 

㈱セブン-イレブン・ジャパン 

ゆいまぁる (滋賀県立守山高等学校) 

 

 

 

 

 

 

 

２－３－３ 教育、研究、地域への波及 

 

１ SDGs 連続講座 

今年度も引き続き、コロナウイルス感染拡大の影響で、

対面での連続講座の実施はリスクが高いと判断し、オン

ライン(ZOOM を使用)で社会課題をテーマにした映画の

上映会を開催することとした。また映画のテーマに関連

する活動を実践されている方をゲスト講師として迎え

てのミニレクチャーも昨年度から継続して実施し、参加

者にも好評であった。さらに連続講座参加者を少人数に

グループ分けし、お互いに映画や講演についての感想や

気づきを共有した。 

〇 上演作品、講師、関連する SDGsゴール一覧 

 

《自主上映会の開催》 

今年度は上記 4回の連続講座を実施したが、その他に

学内外の団体に自主上映会の企画運営者を募集したと

ころ、以下の団体から応募があり、自主上映会を開催す

ることとなった。「連続講座で上映した映画をほかの人

にも観てもらいたい」、「この映画を観てみたい」といっ

た自発的な動機で映画上映会が開催されたことの意味

は大きいと感じた。

１ 

映画名 「グリーン・ライ～エコの嘘～」 

開催日 2021.10.20 

講師 
辻 博子さん 

（しがローカル SDGs研究会） 

SDGs 6, 7, 12, 14, 15, 17 

２ 

映画名 
「気候戦士～クライメート・ウォー

リアーズ～」 

開催日 2021.11.1 

講師 
ゲスト：ディーガン 美佐子さん 

（まんまるなないろの地球） 

SDGs 7, 9, 13, 17 

３ 

映画名 「プラスチックの海」 

開催日 2021.12.2 

講師 
小倉 淳さん 

（長浜バイオ大学 教授） 

SDGs 6, 12, 14, 17 

４ 

映画名 「ハッピー・リトル・アイランド」 

開催日 2021.12.15 

講師 
岡﨑 瑞生さん 

（滋賀県立大学人間看護学部 講師） 

SDGs 10, 11, 12, 14 
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《自主上映会実施概要》 

・1/15「グリーン・ライ～エコの嘘～」                 

  企画運営：しがローカル SDGs研究会 

・1/24「グリーン・ライ～エコの嘘～」                 

企画運営：徳満勝久研究室 

・2/22「simplife」                           

企画運営：河かおる研究室 

・3/7「ジェンダー・マリアージュ～全米を揺るがし 

た同性婚裁判～」 

企画運営：河かおる研究室 

・3/17「プラスチックの海」  

企画運営：しがローカル SDGs研究会 

・3/25「ワンダーランド北朝鮮」  

企画運営：木村可奈子研究室 

SDGs連続講座フライヤー 

 

 

 

 

 

２ SDGs出前講座 

県内外の行政や教育機関、企業等からの要望を受けて、

講演等を実施した。 

〇 SDGs出前講座等の出講先 

 時期 出講先・講演内容 

1 2021.5.26 アーバンデザインセンターびわ

こ・くさつ 

アーバンデザインセミナー 

2 2021.6月 彦根東高等学校 全校生徒向け  

オンデマンド授業 

3 2021.6.21 滋賀県男女共同参画センター 

SDGsユースリーダーセミナー   

4 

 

2021.7.1 

  10.1 

  12.1 

2022.3.1 

FM滋賀開局 25周年特別番組 

「やっはり゚滋賀か好゙き“滋賀をも

っと元気に”『SDGsとは?これから

の滋賀』」 

5 2021.7.13 東近江市商工会女性部 

SDGｓセミナー 

6 2021.7.22 彦根商工会議所青年部例会 

7 2021.7.25 滋賀県男女共同参画センター 

ジェンダー平等こども会議  

8 2021.10.3 彦根市 

環境保全指導員連絡会議 

9 2021.11.10 多賀町 

民生委員・児童委員協議会 

10 2022.1.20 長浜市木之本ライオンズクラブ 

例会 

11 2022.3.18 愛荘町 K’sテック社内研修会 

12 2022.3.25 愛知大学 

国研プロジェクト・公開研究会

「SDGs・大学・地域」 
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２－４－１ 概要 

長引くコロナ禍の中、滋賀県立大学での勉強や研究、

課題活動などの学生生活が少しでも充実したものとな

るよう、令和 2年度に引き続き地域の皆様の協力を頂き

ながら、次のとおり食糧支援を実施した。 

また、規格外野菜や消費期限間近の食品の学生への配

布は、SDGs達成に向けそのターゲットの一つである食品

ロス削減につながり学生にもその趣旨を伝えた。 

 

 

 

 

 

２－４－２ 支援の経過 

(1)第１回目 

日時：令和３年４月２１日（水），２２日（木） 

配布食糧：地元企業保管の備蓄用食糧スーパーバラン

ス 640個 

配布学生：６４０人 

提供団体：彦根市社会福祉協議会 

特記事項：備蓄用食糧は消費期限１ケ月前のもの 

  

(2) 第２回目 

日時：令和３年５月１２日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布食糧：キュウリ約 1,200本、永源寺産お味噌 200    

     個 

配布学生：約３５０人 

提供団体：ＪＡグリーン近江 

 特記事項：キュウリは規格外サイズのもの、お味噌は 

コロナ禍で出荷先を失ったもの。 

 

(3) 第３回目 

日時：令和３年７月８日（木） 

配布食糧：ジャガイモ約 140kg、お米 141kg、永源寺 

産お味噌 260個、玉ねぎ 20kg、キャベツ 

約 100個 

配布学生：約４００人 

提供団体：近江日野交流ネットワークの日野町の農家 

の皆さん、ＪＡグリーン近江、県立大学卒 

業生の農家さんなど 

特記事項：日野町の農家の皆さんが県大生のためにと栽 

培頂いたジャガイモなどを直接学生に対して、 

激励とともに手渡して頂いた。 

 

２－４ コロナ禍の学生への食糧支援の取組 
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(4) 第４回目 

日時：令和３年１０月６日（水） 

配布食糧：お米 655kg、ジャガイモ 6ケース、備蓄用 

パン、ふりかけ、その他食糧 

配布学生：約３００人 

提供団体：近江日野交流ネットワークの農家さん、フ 

レンドリーファームいしでら、彦根市社会 

福祉協議会、滋賀県立大学後援会など 

特記事項：ジャガイモは主に規格外サイズ。廣川理事 

長兼学長からも手渡しと声掛け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 第５回目 

日時：令和３年１１月４日（木） 

配布食糧：お米 600kg、彦根梨カレー300個、地元お 

味噌 300個、地元産野菜多数、マスク 300個、 

ふりかけ 300個 

配布学生：３００人 

提供団体：ＪＡ東びわこ（滋賀県立大学後援会はふり 

かけを提供） 

特記事項：ＪＡ東びわこ代表理事理事長をはじめ本学 

ＯＢ・ＯＧを含む職員の皆さんから学生に激 

励とともに手渡し頂いた。 

 

(6) 第６回目 

日時：令和３年１２月１５日（水） 

配布食糧：お米 460kg、大根 350本以上、里芋 730個、 

サツマイモ 108個、ジャガイモ 108個、白菜 

50個、ほかレタス、ホウレンソウ、バターナ 

ッツカボチャなど地元産野菜多数、お漬物、 

かきもちなど 

配布学生：３５０人 

提供団体：近江日野交流ネットワークの農家の皆さん 

特記事項：農家の皆さんが県大生のためにと栽培頂い 

た大根をはじめとする様々な冬野菜、そして 

お米を直接学生に声を掛け、手渡しいただい 

た。 

     本学生活栄養学科奥村准教授作成の冬野菜

レシピを学生に配布し、USPoで全学生に共有

した。 

 

 

(7) 第７回目 

日時：令和４年１月２０日（木） 

配布食糧：多賀にんじん 300本以上、お米 83kg、 

大根 34本、里芋 22袋、ホウレンソウ 23束、 

春菊 16束、ラーメン 42袋、カレールー17 

個、缶詰 15個、レトルトカレー14個、その 

他食糧品、飲料水多数 

配布学生：約２００人 

提供団体：ＪＡ東びわこの多賀にんじんクラブ、多賀 

町蔬菜園芸組合、女性部の皆さん 

特記事項：上記団体の皆さんが県大生のためにと、大 

雪の中収穫された地域特産の多賀にんじ 

んをはじめとした野菜やお米、食糧品など 

を直接学生に声を掛け手渡しいただいた。 
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《学生の声（10月 6日の食糧支援のアンケートから）》 

・食品に困っている学生を支援頂きありがとうございま  

 す 

・どうか、ご支援頂いた農家の皆さまへもよろしくお伝 

え願います 

・家に帰って早速炊きました。スーパーのお米より美味 

しかったです 

・購入時に生産者さんを意識することはありませんでし

た。これを機に生産者さんへの感謝を忘れずに調理し

て味わいたいと思います 

・毎朝お米を食べてます 

・美味しいお米とじゃがいもをありがとうございま 

す！ジャガイモはカレーに使わせていただきます。ま 

だ食べられるものを捨てるのではなく、困窮している 

方に渡すのは良い活用法であるし、無駄にならずに誰 

かがそれをいただいて幸せになれるのでフードロス 

削減はもっと力を入れるべきだと思います。ありがた 

くいただきます！ 

 

 

《日野町での野菜収穫体験と農家の皆さんとの交流》 

近江日野交流ネットワークの皆様が、学生たちを応援

しようと日野町でのジャガイモや冬野菜などの農作物

の収穫体験と農家さんとの交流事業を令和 3年 7月 4日

および12月11日に実施頂き、学生が各回それぞれ6名、

12月には教職員の 3家族 9名が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

《今後の取組予定》 

今後も地域のご支援を頂きながら学生を支援し、本学

としても地域に貢献する大学として地域と密接に連携

し課題解決に取り組む。あわせて、SDGsのターゲットの

一つである食品ロス削減にもつながる規格外野菜等の

学生への提供も農家さんの協力を得ながら継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野町の綿向山を背景に農家さんと撮影 
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２－５－１  滋賀県立大学地域連携   

相談窓口の相談対応 

 地域と本学をつなぎ SDGs の達成に向けた取組をはじ

めとする本学のシーズを生かした地域貢献を推進する

ため、地域共生センターに地域連携相談窓口の設置を設

置し、地域連携コーディネーターを配置した。 

 これまでの相談対応件数は次のとおり。 

〇 地域連携相談窓口の相談受付件数 

 年度 相談対応件数 

平成 30年度 35件 

令和元年度 64件 

令和 2年度 78件 

令和３年度 93件 

 〇令和 3年度の相談者分野別件数 

〇地域連携窓口の連絡先 

   滋賀県立大学地域共生センター 

    TEL：0749-28-9851 

    FAX：0749-28-0220 

    e-mail：chiiki_koken@office.usp.ac.jp 

〇連携の事例 

(1)ストリートピアノのデザイン 

三井アウトレットパーク滋賀竜王に設置されて

いるストリートピアノのデザインを本学の学生が

担当した。滋賀県立大学と三井アウトレットパー

ク滋賀竜王は 2020 年 9 月に包括連携協定を締結

し、本プロジェクトは、連携協定の一環として、

人間文化学部生活デザイン学科の南研究室の学生

がデザインを担当した。滋賀の名所や名物をそれ

ぞれカラフルなアイコンであしらった賑やかなデ

ザインに仕上がった。また、アイコンの中には

「琵琶湖」が一つだけ隠れており、見ている人が

思わず琵琶湖を探したくなる、そんな遊び心のあ

る楽しいデザインになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 琵琶湖の葦を使ったエコバックデザイン 

琵琶湖の葦（よし）布でサスティナブルな湖国の

新たな特産品を作るプロジェクト。滋賀県立大学

と高島市の高麻株式会社がコラボレーションして、

人間文化学部生活デザイン学科徐研究室の学生が

商品の企画・デザインを担当して「琵琶の葦(よし)

布(ぬの)エコバック」として商品化した。 

 

  

行政 30件 地域団体 17件 

学校等 13件 研究機関 0件 

企業 19件 学内 9件 

経済団体 4件 学生団体 1件 

２－５ 地域連携 

デザイン担当の長谷川さんとストリートピアノ 

ピアノデザイン 

mailto:chiiki_koken@office.usp.ac.jp
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２－５－２ 県内自治体等との連携 

 本学は県内市町と連携協力して地域課題解決に資す

る取組を行い地域社会に貢献するため、平成 22年度よ

り連携協力に関する協定の締結を進めている。令和３

年度は新たに２市町との包括連携協定を締結した。ま

た、これまでに包括連携協定を締結した市町には、新

たな連携取組を生みだすことを目的に連携希望案件の

調査を実施した。 

（１）野洲市との包括連携協定 

令和４年３月 14日には野洲市と協定を締結し、①人

材の育成に関する事業、②地域の活性化に関する事

業、③自然環境の保全及び活用に関する事業、④健康

づくりに関する事業、⑤SDGsの普及・実践に関する事

業に連携して取り組むこととした。野洲市とは「魚の

ゆりかご水田」の取組などで本学の教員が連携するな

どの実績があり、今後、自然環境の保全・活用や脱炭

素社会の実現に向けた取組などでも連携することとし

た。     

 

 

（２）日野町との包括連携協定 

令和 4年 3月 23日、日野町との包括連携協定の締結

に合意した。①人材の育成に関する事業、②学生の地

元就職の推進に関する事業、③地域の活性化に関する

事業、④産業・農業の振興に関する事業、⑤SDGsの普

及・実践に関する事業に取り組むこととした。 

包括連携協定に基づき、地域教育プログラムの地域

フィールドワークや地域課題の解決等に取り組む講義

を日野町で実施。本学の学生が地方自治の現場におけ

る政策形成過程の体験や地域の実情に即した政策形成

に必要な知識と能力を身に着けることを目的に、日野

町職員と一緒に地域課題の解決に取り組んだ。学生に

とっては、公務員の仕事体験や学びにつながった。 

     

 

 

 

 

〇これまでに県内自治体と締結した連携協定の状況 

番号 年月日 協定締結相手方 

１ H23.3.24 彦根市 

２ H23.4.15 
近江八幡市、近江八幡商工会

議所、安土町商工会 

３ H23.6.23 長浜市 

４ H24.9.7 東近江市 

５ H24.12.27 米原市 

６ H25.7.3 守山市 

７ H26.6.26 
愛荘町、豊郷町、甲良町、多

賀町 

８ H28.3.30 草津市 

９ H31.1.16 大津市 

10 R1.9.5 竜王町 

11 R2.10.2 高島市 

12 R4.3.14 野洲市 

13 R4.3.23 日野町 

 

 

 

 

野洲市との連携協定調印式 

 

日野町との連携協定調印式（令和４年６月） 
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「春期公開講座」、「公開講義」はともに、開学翌年の

平成 8 年から実施している事業である。一方、「社会人

専門講座」は平成 26年度から実施してきた。 

しかしながら、令和 3年度は新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止の観点から、前年度に引き続き、学内

での対面での取組は全て中止となった。一方で、オンラ

インを活用した公開講座を他大学とも連携しながら実

施した。 

 

２－６－１ 公開講座 

公開講座は、地域住民の知的欲求に応え、知識や教養

を身につける学習機会の提供ならびに本学の有する知

的財産を地域住民に還元し、開かれた大学として本学の

地域社会に対する役割を果たすことを目的としている。 

（１）春期公開講座 

昨年度春に実施予定であったが中止となった公開講座

の４名の講師による講義を改めて収録し、オンデマンド

方式で限定配信した。 

『絵図と作事記録からわかる江戸大名屋敷』 

  環境科学部 講師 髙屋 麻里子 

『データサイエンスによる文章からの知識発見』 

  工学部  教授  砂山 渡 

『美食批評とフランス近代』 

人間文化学部  准教授  橋本 周子 

『子どもの貧困や虐待を防止するために私たちができ

ること』 

  人間看護学部 准教授 馬場 文  

（２）社会人オンライン公開講座            

人間文化学部地域文化学科 金宇大准教授による

「世界 遺産の理念と彦根城の取り組み」をテーマに

した社会人オンライン公開講座を実施した。（詳細は

５ページ参照）                  

  

（3）びわ湖東北部地域連携協議会市民教養講座 

同協議会を構成する５大学・短期大学が共同で、地

域の皆さんの学びのきっかけづくりや知的好奇心を満

たすことを目的にオンライン配信による市民教養講座

を実施し、本学からは次のとおり参画した。 

『認知症はどこまでわかったか』 

  理事・副学長 人間看護学部 教授 安原 治 

『プラスチックのマテリアル・リサイクル』 

  工学部  教授  徳満 勝久 

    

２－６－２ 公開講義 

 公開講義は、本学の講義を地域住民に公開することに

より、地域の人々へ学習の機会を提供することを目的と

している。 

 令和３年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止のため、前年度に引き続き中止した。 

 

２－６－３ リカレント教育 

VUCAの時代と言われ、不確実で将来の予測が困難な状

況にある今日、持続可能に発展する社会づくりのために

は現役時代のリカレント教育が不可欠で、大学の果たす

役割も大きい。 

 本学では、令和 3年 3月 24日に包括連携協定を締結

した滋賀県中小企業家同友会と令和 4 年度のリカレン

教育プログラム開設を視野に協議を進めている。                 

 

２－６ 生涯学習 
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２－７－１               

環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

 県内 14 大学と県、市町、関係団体で構成される環び

わ湖大学・地域コンソーシアムにおける以下の大学地域

連携事業に他大学等と連携して取り組んだ。 

〇令和 3年度の本学に関わる主な事業 

① 大学地域連携課題解決支援事業 

令和 3年度の実施事業 19件に助成（本学は「お弁

当ラリーを通じた大津ナカマチ SDGs商店街プロジ

ェクト」（コロナで中止）と「Explore Hikone！！

～地域マップの多言語化を通して多文化共生をす

すめよう～」が採択された。） 

② 学生支援事業 

「学生による滋賀のＳＤＧｓや地域の魅力の発

信」をコンセプトに、県内大学の学生により組織

される学生委員会と連携し、持続可能な社会を実

現する活動の情報を発信するブックレットの制

作などの事業に取り組んだ。 

本学からも 1名の学生が参加した。 

③ 単位互換事業 

１３大学から対面授業や遠隔授業により実施する

６５科目の提供を受け開講した。 

コロナ禍での対面と遠隔の切り替え、開講日の変

更など、各大学にて工夫しながらの講義となった

が、７大学から７０名（重複あり）が２５科目に出

願した。受講登録者は当初６９名であったが辞退

などもあり６７名が登録した。単位付与者は４９

名であった。 

④ 政策研究事業 

滋賀県からの委託事業である「県内大学等と地域

のパートナーシップ推進に関する政策研究事業」

について、パートナーシップに関して他の地域で

の経験を調査し、現在のコンソーシアム活動の総

括、国や経済団体のパートナーシップに対する考

え方を整理したうえで、今後滋賀県、コンソーシア 

ムの事業をどう考えていくか、４つの提言（案）に

まとめた。この事業推進委員会には、本学地域共生 

センターの鵜飼教授が委員として参画した。 

 

２－７－２ 大学サテライト・プラザ彦根 

 彦根市内の3大学、株式会社平和堂、彦根商工会議所、

彦根市が協働で運営するものであるが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大のため事業を縮小して実施した。なお、

大学や地域を取り巻く諸情勢の変化を踏まえ、令和 4年

3月末日をもって大学サテライト・プラザ彦根は閉鎖と

なった。 

①「彦根・湖東学」                  

彦根・湖東地域の自然環境、地域社会、歴史について理

解を深めることを目的に 3 大学と彦根市がテーマに沿

って１日ずつ講義を担当するものであるが、令和 3年度

は中止した。 

②特別講演会 

前記特集 1 の３ サテライト特別講演会に記載のとお

り、令和 4年 2月 25日文化庁の文化資源活用課文化遺

産国際協力室文化財調査官の鈴木地平氏を招き「成熟し

た世界遺産を目指して」をテーマに実施した。  

 

２－７－３ びわ湖東北部地域連携協議会 

 びわ湖東北部地域の５大学、県、３市、２商工会議所、

環びわ湖大学・地域コンソーシアムの連携によって、

SDGs を活用した豊かに働き生活できるびわ湖東北部地

域の創出に向けて、次の事業に取り組んだ。 

〇令和 3年度の本学の関わった主な事業 

・地域コミュニティの活性化のため、前記 2-6-1公開

講座の項に記載のとおり、生涯学習事業として「社

会人オンライン公開講座」、「市民教養講座」を共催

実施した。 

２－７ 他大学等との連携 
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・ＳＤＧｓ関連として、「キャンパスＳＤＧｓびわ湖

大会 2021」、「SDGs をテーマとした共同講義」、「FD・

SD研修会」を共催実施した。 

・琵琶湖東北部地域における地域活性化に向けた事 

業「ＳＤＧｓでつながる学生の地域連携プロジェ

クト」に、近江楽座から県大ラジオ部、おとくらプ

ロジェクト、スチューデントキュレイターズが参

加した。 
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３ スタッフ紹介 

３－１ 地域共生センターの体制等 【2021年度】 

センター長（地域連携担当理事）髙橋 滝治郎 

教授      鵜飼 修 （地域教育プログラム総括、地域共生論、近江楽士（地域学）副専攻、近江環人地域再生学座、近

江楽座等） 

講師      上田 洋平（地域教育プログラム、地域共生論、近江楽士（地域学）副専攻、近江環人地域再生学座、近江楽

座等） 

特任准教授   西岡 孝幸（近江楽士（地域学）副専攻、地元就職・起業支援等） 

地域連携・研究支援課課長 山中 智栄子（事務総括） 

主幹      古澤 朋之（地域連携総括、他大学との連携等） 

副主幹（主任調査研究員） 秦 憲志（調査研究、近江楽座、地域教育プログラムの支援等） 

主査      森久 友紀子（生涯学習、近江楽座等） 

特任職員    谷口 嘉之（SDGs、地域連携等） 

職員      小川 利佳（地域課題科目、近江楽士（地域学）副専攻等） 

職員      横大路 まゆ（近江環人地域再生学座事務等） 

職員      福井 亜矢子（近江環人地域再生学座事務等） 

職員      西田 智美 （SDGs、地域教育プログラム事務等） 

特任職員    杉本 一良（生涯学習事務） 

職員      前川 瑛美梨（近江楽座事務） 

職員      中山 ゆず香（交流センター管理担当） 

〇地域共生センター兼務教員 

 環境科学部  教授  浦部 美佐子 

   同    教授  大久保 卓也 

 工学部    教授  乾 義尚 

   同    教授  バラチャンドラン ジャヤデワン 

 人間文化学部 教授  印南 比呂志 

   同    教授  髙梨 克也 

 人間看護学部 准教授 米田 照美 

  

 
〇地域共生論運営委員 

 環境科学部 

  環境生態学科     教授  西田 隆義 

  環境政策・計画学科  教授   香川  雄一 

  環境建築デザイン学科 准教授 ﾋﾒﾈｽ ﾍﾞﾙﾃﾞﾎ, ﾎｱﾝ ﾗﾓﾝ 

  生物資源管理学科   准教授 岩間 憲治 

 工学部 

材料科学科      准教授 加藤  真一郎 

  機械システム工学科  教授  安田 寿彦 

  電子システム工学科  准教授 坂本 眞一 

 人間文化学部 

 地域文化学科     准教授 櫻井  悟史 

  生活デザイン学科   准教授 山田 歩 

  生活栄養学科     講師   桑原 頌治 

  人間関係学科     教授   松嶋 秀明 

  国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科   准教授 橋本  周子 

 人間看護学部 

  人間看護学科     教授  伊丹 君和 

准教授 米田 照美 

講師   関   恵子 

講師   千田 美紀子 

 地域共生センター    教授  鵜飼 修 

             講師  上田 洋平 

             主任調査研究員 秦 憲志 

 

 

 

〇近江楽座専門委員会（※委員長） 

 環境科学部 

 環境生態学科     教授  浦部 美佐子 

  環境政策・計画学科  准教授 林 宰司 

      同      講師  平岡 俊一 

  環境建築デザイン学科 准教授 金子 尚志 

      同      講師  迫田 正美 

工学部 

  機械システム工学科  准教授 河﨑 澄 

  電子システム工学科  教授  栁澤 淳一 

 人間文化学部 

 地域文化学科     教授  石川 慎治 

  生活デザイン学科   教授  印南 比呂志※ 

      同      講師  佐々木 一泰 

  人間関係学科     准教授 原 未来 

 

 人間看護学部       

人間看護学科     教授  伊丹 君和 

教授  横井 和美 

地域共生センター 

             教授 鵜飼 修 

〇SDGs専門委員会（※委員長） 

 地域共生センター センター長 髙橋 滝治郎※ 

環境科学部    准教授   瀧 健太郎 

 工学部      准教授   杉山 裕介 

 人間文化学部   准教授   木村 裕 

 人間看護学部   准教授   馬場 文 

 地域共生センター 教授    鵜飼 修 

          講師    上田 洋平 

 事務局各課職員 
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３－２－１ 受賞、著書、論文 

(1)上田洋平（共著） 『場づくりから始める地域づくり』

「ふるさと絵屏風で生みだす心の居場所」（2021年 7月） 

(2)「ミライリポート SDGs企業に学ぶ③・ＳＤＧｓと「蝶」

の羽ばたき」『信用保証レポート 2021年夏号』滋賀県信

用保証協会（2021年 7月） 

(3)上田洋平 「ミライリポート SDGs企業に学ぶ④・Ｓ

ＤＧｓと「蝶」の羽ばたき」『信用保証レポート 2022年

冬号』滋賀県信用保証協会（2022年 1月） 

３－２－２ 学会発表 

(1)程尾好貴,鵜飼修 空き家対策条例の傾向分析  

～近畿圏および福井県，三重県の自治体を対象として～  

日本計画行政学会第 44 回全国大会報告集（2021 年 11

月） 

(2) 秋吉恵、森田恵、奥貫麻貴、秦憲志 大学生の地域

活動は地域に何かをもたらし得るのか？：活動に関わる

ステークホルダー間の関係性からの考察 国際ボラン

ティア学会 第 23回大会 企画セッション[ルーム 1] オ

ンライン開催（2022年 2月 19日）発表要旨集 19 共著 

(3) 上田洋平、「びわ湖の過去・現在・未来」農山村はソ

ーシャル・イノベーションの源 日本ソーシャル・イノ

ベーション学会 第 3 回大会 第１分科会 オンライン

開催（2021年 11月 28日） 

 

３－２－３ 研究会、講演会、特別講義等で

の発表 

(1)鵜飼修 2021.10.12 地域の未来を考える「地域診断」

の手法を学ぶ研修会 南郷里まちづくりセンター   

(2)上田洋平 2021.6.1 主権者教育地域連携セミナー

「地域共育から主権者共育へ」 滋賀県教育委員会 オ

ンライン 

(3)上田洋平 2021.6.16 全国地域リーダー養成塾「地

域文化を活かしたまちづくり」 地域活性化センター 

WASEDA NEO 

(4)上田洋平 2021.6.22 彦根商工会議所青年部例会『み

つけよう！わたしの SDGs』「地域企業と SDGs」 彦根商

工会議所 

(5)上田洋平 2021.7.28 学芸セミナー「ふるさと絵屏

風で生みだす心の居場所」 学芸出版 オンライン 

(6)上田洋平 2021.8.18 高等学校における地域との連

携による主権者教育の職員研修会「地域共育から主権者

共育へ」 八日市高等学校 

(7)上田洋平 2021.10.13 令和 3 年度若手後継者等未

来創造事業「SDGsの使い方・活かし方」東近江市商工会 

愛東コミュニティセンター 

(8)上田洋平 2021.12.18 図書館会館 25 周年記念トー

クイベント「過去を育てて未来をつくる」 日野町立図

書館 

(9)上田洋平 2022.1.20 木之本ライオンズクラブ例会

「SDGsと地域社会」 京岩ダイニング 

(10)上田洋平 20223.13 大石龍門ふるさと絵屏風完成

披露会「つくってつかってそだてるふるさと絵屏風」叶

匠寿庵 寿長生の郷 

(11)上田洋平 2022. 3.13 大井川絵本づくりキックオ

フイベント「過去を育てて未来をつくる」環境省 つな

げよう、支えよう森里川海プロジェクト 

(12)上田洋平 2022.3.18 Ｋ′ｓ－tec「SDGsってなん

だろう」社内研修会 

(13)秦憲志 2021.11.12 滋賀県職員研修「協働を進め

るための基礎講座」講師 滋賀県企画部県民活動生活課

(14)谷口嘉之 2021.5．26 アーバンデザインセンター

びわこ・くさつ 令和 3年度第 1回アーバンデザインセ

ミナー「草津の未来につなぐ SDGs」 

(15)谷口嘉之 2021.6.21 滋賀県立男女共同参画セン

ターG-NETしが ユースリーダーセミナー「SDGsを学び、

考える」 

(16)谷口嘉之 2021.7.25 滋賀県立男女共同参画セン

ターG-NETしが「ジェンダー平等子ども会議」 

(17)谷口嘉之 2021.10.3 彦根市環境保全指導員連絡

会議「SDGsに向けた行動の 10年」 

(18)谷口嘉之 2021.11.10 多賀町民生委員・児童委員

協議会「SDGsに向けた行動の 10年」 

(19)谷口嘉之 2022.3.14 愛知大学 国研プロジェク

ト・公開研究会「SDGs・大学・地域」 

 

３－２－４ 研究資金・補助金等 

 

(1)上田洋平(2021) 寄附講義・彦根商工会議所「世界遺

産のまちづくり・人づくり」2021年度 100万円 

(2)秦憲志(2021) 科学研究費補助金「明治期、戦後成長

期、現代の三つの時代を通してみる条里地割の存在形態

と価値の顕在化」2021年度 60万円 

 

 

 

 

 

３－２ 教職員の活動 
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３－２－５ 社会への貢献（各種委員会など） 

 

(1)鵜飼修(2021) NPO法人大森まちづくりカフェ   

代表理事 

(2)鵜飼修(2021) NPO 法人大牟田・荒尾 炭鉱まちファ

ンクラブ 副理事長 

(3)鵜飼修(2021) 株式会社彦根麦酒 アドバイザ― 

(4)鵜飼修(2021)活水プラント株式会社 アドバイザー 

(5)鵜飼修(2021) 大阪経済大学 非常勤講師 

(6)鵜飼修(2021)河瀬中学校・高等学校運営協議会委員 

(7)鵜飼修(2021)環びわ湖大学・地域コンソーシアム大

学連携政策研究事業推進委員会 委員 

(8)鵜飼修(2021)滋賀県「健康しが」企画運営会議  

座長 

(9)鵜飼修(2021) 東近江市わくわく市民活動支援補助

金審査委員会 委員長 

(10)鵜飼修(2021) 東近江市コミュニティビジネススタ

ートアップ支援事業選考委員長及びアドバイザー 

(11)鵜飼修(2021)米原市総合計画審議会 会長 

(12)鵜飼修(2021)米原市公共施設等総合管理計画検討

委員会 委員 

(13)鵜飼修(2021)長浜市地域経営改革会議 委員 

(14)鵜飼修(2021)長浜市政「創造と挑戦」の懇話会  

会長 

(15)鵜飼修(2021)長浜市サテライトオフィス等開設支

援事業プロポーザル選定委員会 委員長 

(16)鵜飼修(2021)ながはま市民協働センター 地域の

未来を考える「地域診断」の手法を学ぶ研修会 講師 

(17)鵜飼修(2021)豊郷町公営住宅等検討委員会 委員

長 

(18)鵜飼修(2021)多賀町空家等対策協議会 会長 

(19)鵜飼修(2021) 多賀の里づくり魅力化プロジェクト

会議 委員長 

(20)上田洋平(2021) 滋賀県文化審議会委員 

(21)上田洋平(2021)滋賀県琵琶湖環境科学研究センタ

ー評議会 委員 

(22)上田洋平(2021)滋賀県マザーレイクゴールズ推進

委員会 委員 

(23)上田洋平(2021)滋賀県立八日市高等学校「高等学校

における地域との連携による主権者教育の職員研修」講

師 

(24)上田洋平(2021) 滋賀県ふるさと水と土保全対策推

進懇話会委員 

(25)上田洋平(2021) 滋賀県立近代美術館協議会委員 

(26)上田洋平(2021) かかわりファクトリー滋賀推進協

議会 副会長 

(27)上田洋平(2021) 滋賀県教育委員会未来の担い手を

育むキャリア形成支援事業連絡協議会委員 

(28)上田洋平(2021)滋賀県教育委員会主権者教育地域

連携セミナー 講師 

(29)上田洋平(2021) 彦根市文化観光推進協議会委員 

(30)上田洋平(2021)湖南市ふれあい公園づくり検討委

員会 委員 

(31)上田洋平(2020) 湖南市景観審議会 委員 

(32)上田洋平(2021)愛荘町地域資源アドバイザー 

(33)上田洋平(2021) 同志社大学 ゲスト講師 

(34)上田洋平(2021) 長浜バイオ大学 講演講師 

(35)上田洋平(2021) 国土交通省丹生ダム建設中止に伴

う地域整備に関するファシリテーター 

(36)上田洋平(2021) 環境相近畿地方 ESD支援センター

企画運営委員会委員 

(37)上田洋平(2021) 滋賀県「美の滋賀」プロジェクト

推進事業にかかる専門評価員 

(38)上田洋平(2021) 滋賀県死生懇話会ファシリテータ

ー 

(39)上田洋平(2021) 彦根市総合計画審議会委員 

(40)上田洋平(2021) 彦根シティプロモーション戦略推

進委員会顧問 

(41)上田洋平(2021) 東近江市近江匠人認証制度審査委

員会委員 

(42)上田洋平(2021) 湖南市都市計画審議会委員 

(43)上田洋平(2021) 米原市社会教員委員 

(44)上田洋平(2021) 米原市ルッチまちづくり大学チー

フコーディネーター 

(45)上田洋平(2021) 高島市協働事業提案審査会審査員 

(46)上田洋平(2021) 彦根商工会議所地域交通研究会メ

ンバー 

(47)上田洋平(2021) 滋賀大学 非常勤講師 

(48)上田洋平(2021) 特定非営利活動法人碧いびわ湖 

理事 

(49)上田洋平(2021) 認定特定非営利活動法人つどい

100JOB委員会委員長 

(50)西岡孝幸(2021)滋賀労働局 地域雇用活性化支援

アドバイザー  

(51)西岡孝幸(2021)大津市 地域ビジネス支援アドバ

イザー 

(52)秦憲志(2021）アーバンデザインセンターびわこ・

くさつ事業運営懇話会委員 

(53)秦憲志(2021) 大津市市民活動センター第三者評価

委員会委員 

(54)秦憲志（2021）滋賀県協働プラットフォーム コー

ディネーター 

(55)秦憲志（2021）愛荘町みらい創生会議会長 

(56)秦憲志（2021）特定非営利活動法人ヴォーリズ建築

保存再生運動一粒の会理事 

(57)谷口嘉之(2021) 米原市市民活動団体コーディネ

ーター 
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(58)谷口嘉之(2021) 第 3回 SDGs QUEST みらい甲子

園関西エリア大会 実行委員 

(59)谷口嘉之(2021) 滋賀県学習情報提供システム「に

おねっと」健康懇談会委員 

(60)谷口嘉之(2021) 米原市社会教育委員 

(61)谷口嘉之(2021) 米原市総合計画審議会委員 

(62)谷口嘉之(2021) 米原市自治基本条例推進委員 

(63)谷口嘉之(2021) 米原市市民とともに創る都市公

園市民会議委員 

 

３－２－６ マスメディアとの対応 

 

(1)髙橋滝治郎 2022.1.26 県大生に多賀ニンジン配

布 JA 企画「厳しい冬乗り越えて」 髙橋滝治郎理事、

生物資源管理学科 1 年 大畠由紀さん（18） 滋賀彦根

新聞 

(2)鵜飼修 2021.6.11 原料ホップづくり まず 

第 1ステップ 「オール彦根産ビール」へ苗植え 鵜飼

修教授、工学部材料科学科 1年 安岐桜子さん（19）  

中日新聞  

(3)鵜飼修 2021.8.1 荒神山の麓でつくる クラフト

ビール 彦根麦酒 荒神山醸造所 びわこ新聞 

(4)鵜飼修 2021.10.25 地域を変える 地方で学ぶ 

広がるリカレント教育㊦ 朝日新聞 

(5)谷口嘉之 2021.5.19 ジェンダー 若者学ぼう 県、

来月セミナー 京都新聞  

(6)上田洋平・谷口嘉之 2021.7.1/10.1/12.1/2022.3.1  

FM滋賀開局 25周年特別番組「やっはり゚滋賀か好゙き“滋

賀をもっと元気に”『SDGsとは?これからの滋賀』」 

エフエム滋賀  
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〇鵜飼修 

コロナ禍の影響が拭えない中での 1年でした。授業の

実施にあたっては、幸い大学院「近江環人地域再生学座」

で培ってきたノウハウが活用でき、スタッフの皆さんの

協力で、学部の授業でもオンライン・オンデマンド対応

の授業が可能であることを確認することができました。

一方で、課外活動では活動制限の影響で、長年活動して

きた団体を解散せざるを得ないものもあり、新たな体制

の構築を検討することとなりました。そうした中でも、

コロナ禍での 1 年半の議論の成果を活かした地域活性

化の活動を新たに創出できたことは、貴重な経験となり

ました。「トラブルをエネルギーに」故 延藤安弘先生か

らいただいた言葉を胸に乗り越えることができた 1 年

でした。 

 

〇上田洋平 

昨年度の全面オンラインあるいは全面オンデマンド

による授業もそれなりに大変だったが、先が見えない

なか、「コロナ」の出方をにらみながらの一進一退の

対応は、また別の意味で苦労の多いものであった。地

域連携の最前線、アクティブラーニング型の教育の場

は基本想定外の連続で、毎日が危機対応といっても良

いような場であるとはいえ、一つひとつの科目につい

てＡ・Ｂ・Ｃ最低３つの実施プランを準備したうえ

で、ギリギリまで状況判断を重ね、決断し、最適な学

習環境を提供していかないといけない。オンデマンド

とオンラインと対面の３形態を組み合あわせて行うハ

イブリッド型授業を、しかも地域の方々を招いて実施

するというようなミッションは、いずれか一つを一斉

に行う場合よりも、格段に工程が複雑で難易度が高い

ものであった。しかしやってみると意外にできるもの

で、しかもハイブリッドであればこそ試みられるこ

と、生み出せる成果もいくつかあった。社会の在り方

も教育についてもこれまでのような「わけて・あつめ

て・しばる」からこれからは「まぜて・ちらして・つ

なぐ」へとシフトするべしと日々提唱している身とし

ては、これも一つのレッスンであり、得るものも大き

かった。ただやはり、多くの人の命と健康が危機にさ

らされる状況は何とか終息してほしいと切に願う。  

コロナ禍の困難な状況の中でも、いくつかの学生チー

ムは工夫しながら地域での活動を続けている。もちろん

それは地域の大いなる理解があってのことであるが、学

生たちのこれまでの地道で真摯な取り組みが人々の信

頼を勝ち得ていたからこそ、この困難な状況下でなお学

生たちの活動や学びが理解され受け入れられているも

のと思う。 

 引き続き多種多様な委員会や講演にご用命頂いた。

「あるく・みる・きく」フィールドワークに出られる機

会がコロナ禍もあっていよいよ制限されるなか、私にと

ってはこうした場も一つのフィールドワークの機会と

なって、いろいろな勉強をさせて頂いた。一方、さまざ

まな方からご期待も頂き、また親身なアドバイスも頂き

ながら、書く方の成果は一向前に進まず忸怩たる思いで

ある。 

 

〇西岡孝幸 

ソーシャル・アントレプレナー（SE）コース担当の 

西岡です。 

SEコースは 2016年度に設置しましたが、新たに起業

家教育に重点を置いたコースに改編してから、ようや

く１年半を終えました。 

SEコースは初級コース（「ソーシャル・ビジネス概

論」、「MBA入門」）と上級コース（「ビジネス・プランニ

ング」、「地域デザイン D」）に分かれています。初級コ

ースは起業家精神の醸成を目的に、上級コースは起業

家育成を目的としています。 

上級コースの受講生の中には起業準備に入ったものも

います。しかし、多くの学生は初級コースの受講で終

わるケースも多く、今後は初級から上級コースへ流れ

る学生を増やすべく工夫が必要だと感じています。 

私は大学での講義のほかに縁あって、大津市の「ビジ

ネス支援アドバイザー」や労働局の地域アドバイザ

ー、創業サポートネットワークなどで活動することが

多くあります。それらの活動を通じ、地域の課題や企

業の現状などに触れることが多いので。それらの知

識・経験を講義に生かしています。 

 

〇山中智栄子 

地域連携・研究支援課は交流センター、地域共生セン

ター、産学連携センター、研究推進室で構成されてい

ます。名前からそれぞれの役割は連想していただける

かと思います。このなかで学生さんに馴染みがあるの

は交流センターですね。ホールや研修室の貸出しや近

江楽座の事務局を担っているため、事務室に行ったこ

とあるという学生さんも少なくないでしょう。また、

今年に入ってからはピアニシモ内にサンクスカートを

設置して食料品や日用品を提供もしていますので、一

度覗いてみてくださいね。 

でも、誰にも気づいてもらえないけれど、食糧支援時

のお米の袋詰めや最近では生物資源管理学科から提供

いただいた小麦の製粉まで各センターの職員が協力し

て行っているんです。支援品を料理したときには職員

の頑張りを思って、美味しくいただいてくださいね。 

 

 

３－３ 202２年度教職員メッセージ 
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〇古澤朋之 

2021年度から地域連携・研究支援課でＳＤＧｓ、地域

との連携や包括協定等の業務に携わっています。 

本学は「地域に根差し、地域に学び、地域に貢献する」

ことをモットーに地域貢献活動に取り組んでいます。大

学が持つ知を地域に還元する、地域で実践することが求

められている時代において、県立大学ならではの「地域

とのつながりと地域の信頼」は、大学間競争の時代にお

いても、本学の大きな強みになると考えています。地域

の総合大学として、地球規模で考え、地域で行動するこ

とを意識して取り組んでいます。 

滋賀県立大学の地域活動にご協力をお願いします。 

 

〇秦憲志 

令和 3年度の活動を振り返って、新型コロナウイルス

の影響とその関係で比重の大きかった３点をあげる。 

一つ目は「地域共生論」の授業。教室を分散して 3人

の教員が役割分担し、各学部教員や運営スタッフ、学

生サポーターと連携して、対面で、オンライン、オン

デマンドにも対応しながら、すべてのコマをやりきる

ことができた。私自身としては、ひとつの教室の準備

をし、円滑に授業が進められるよう運営する責任があ

り、また毎回のレポート採点に精力を傾けた。体調管

理には気をつけていたが、一度、家族の体調悪化とい

うアクシデントがあり、同僚に助けてもらって何とか

乗り切ることができた。ありがたかった。 

二つ目は近江楽座の運営。詳細は別稿にとりまとめた

が、コロナに翻弄されながらも学生たちがすばらしい

成果を上げ、また多くの新たな取組を実践している。

一方で、コロナで充分できていない体験の共有や継

承、地域との関わりの中から活動の楽しさ、やりが

い、魅力を思いっきり味わえることが課題になってい

ると思われ、そういう面の支援にこれから力を入れて

いきたい。そのためには、大学・学生側だけでなく、

コロナの影響を大きく受けている地域側の動向にも気

を配る必要がある。年度末のプロジェクトの活動実績

報告書で、あるチームの代表学生が次のことを指摘し

ている。 

「現在、町との関係性が薄れている。時が過ぎるごと

にまちの人たちの求めるものは変わっているはずなの

に私たちの行動は 10数年特に大きな変化をしていな

い。（中略）地域に入る学生団体はプロジェクトを引き

継いでいくことの重要性よりもまちの人との関わりを

引き継いでいけるような在り方を目指すべきであるよ

うに感じる。」近江楽座の原点として、心にとめておき

たい。 

三つ目は、二つ目とも関係するが前年度からオンライ

ンで議論を行ってきた「学生が参画する地域活性化研

究会」の一定の方向性が見い出せたこと。今後、共同

でさらに研究を進めていきたい。 

 

〇森久友紀子 

地域連携・産学連携を担当しています。平成 8 年度前

期に 34 科目でスタートした公開講義は、令和元年度に

は約 90 科目を公開しており、さまざまな分野の講義を

受講することができます。今後も生涯学習事業を通じ、

地域の方々が「ここに滋賀県立大学があってよかったな」

と感じていただけるような講義・講座を提供していきた

いと思っています。 

 

〇杉本一良 

令和 3年度から「公開講義」と「公開講座」に関する

業務を担当しています。これらの事業は、本学の基本理

念の中にある「開かれた大学としての生涯学習の提供」

に関わって、本学開学２年目の平成８年度から実施され

ているものです。 

「公開講義」は、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から長期間中止となっており、再開についての問い

合わせも多数いただいておりました。令和４年度前期に

ようやくオンデマンド方式で２科目、後期もオンデマン

ド方式２科目に加え一部の科目を対面方式で公開する

ことになりました。 

また「公開講座」につきましても、令和 2年度春期に

予定をしていながら急遽中止となった４つの講座を、令

和 3 年度春期にオンデマンド方式で限定配信し多くの

方に視聴していただきました。令和４年度も前年度同様

に各学部から推薦していただいた４名の講師による講

座をオンデマンド方式で限定配信しました。 

今後も皆様の意見をお聞きしながら、より充実した講

座の提供ができるように更に工夫を重ねていきたいと

考えております。 

 

○杉田弘一 

 令和４年度より「近江楽座」の事務局員として、主に

学生のチーム活動のサポートや広報、運営業務を担当し

ています。こちらにお世話になるまでの約 37 年間は県

内企業に勤務し、内３年間は「近江商人」の叡智を事業

経営やまちづくりに活用しようとする県の事業に携わ

りました。 

ところで、2001年に同事業で近江商人の三方よしの理

念を具現化したビジネスプランを考えてもらおうと高

校生、大学生を対象のコンペを行いました。大学生の部

には、全国から 42 チームのエントリーがあり、見事最

優秀賞を受賞したのが滋賀県立大学のチームでした。そ

の内容は彦根市の中心市街地の活性化策を提案したも

ので、審査委員からは商店街での新たな人間関係の構築

が高く評価され、先生方の丁寧な指導も受賞につながっ
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たとのコメントがありました。 

当時、私は受賞されたどのチームも事業計画はすばら

しいが、これを実践するのは難しいのではと考えていた

のですが、今本学で 20 以上もの「近江楽座」のチーム

が、様々な社会問題の解決に向けた地域貢献活動を長年

続けていることを知り、本当に驚かされました。学生た

ちは授業だけでなく他の活動にも忙しい中、地域に出向

きいろいろな方々と交流し活動しています。先生方から

はアドバイスだけでなく、時には厳しい指摘も受けてお

り、このプログラムには密度の濃い近江（滋賀県）独自

の学びがあると思います。 

まだまだ最新デジタルツールに慣れない異世界から

の転入者ですが、ビジネスや投資、子供の進学や就活等

を少しばかり経験したものとして、微力ですがお手伝い

ができたらなと考えております。 

 

〇中山ゆず香 

 大学サテライト・プラザ彦根の事務局と交流センター

の管理を担当しております。令和 4年 3月末日をもって

サテライト・プラザ彦根は閉鎖となりました。閉鎖にあ

たり今までサテライト・プラザをご利用頂いていた地域

の方、企業、学生と様々な方とお話をする機会がありま

した。皆さんがサテライトという場を通して、交流を深

めてこられた事を知り感慨深いものがありました。また

過去の資料を整理しながら、年に一度行っていた「特別

講演会」を毎年楽しみに待っておられた方がおられた事

は講演会を企画するにあたり大変励みになりました。 

 交流センターピアニシモ内に持続的な食品ロス削減

と学生支援への取り組みのための THANKs CARTが設置さ

れました。昼休みにピアニシモを訪れると、学生が真剣

な眼差しでカートを見つめている姿に立ち会う事があ

ります。立ち止まって話をしてみると、学生生活や実家

の話、実は病気を患っている話など様々な話をしてくれ

る学生の姿があります。コロナ渦になり人と接する機会

が減った学生にとって THANKsCART を通して、もう一度

人との繋がりを感じてくれる温かい場所になればと思

っています。 

 

〇谷口嘉之 

地域共生センターで地域連携業務を担当しております

谷口嘉之と申します。地域の方々から大学への様々なお

問合せの対応や、逆に本学から授業やイベントなどで地

域の方々にご協力いただきたいことがある場合の調整

などをしています。そのため私の名刺には「地域連携コ

ーディネーター」という肩書が入っていますが、これを

ご覧になった多くの方から「この『地域連携コーディネ

ーター』って、どんな仕事なんですか？」と質問を受け

ることが良くあります。そこで上記のような説明をして、

なんとかご理解いただくのですが、このようなときに、

大学の地域連携コーディネーターという仕事や大学と

地域の連携の取組みについてはまだまだ知られていな

いと感じています。 

大学が教育や研究の成果を社会に還元し、その発展に寄

与するという役割は、2006年から 2007年にかけての教

育基本法、学校教育法の改正時に新たに条文に加えられ

たもので、意外と最近のことです。また大学に「地域連

携コーディネーター」やそれに類する肩書の人が増えた

のは 2013 年頃からで、大学と地域の連携を推進する事

業が本格的に始まった時期に重なります。このように比

較的歴史が浅く、一気に多様な人材が採用された「地域

連携コーディネーター」という存在が果たすべき役割や

価値観についても考えが様々で、まとまっていないのが

現状かと思います。 

そのような状況の中、私も地域連携コーディネーターの

仕事にどう向き合っていけば良いのか迷っていた時期

があり、2021年 4月から本学の大学院・環境科学研究科

に籍をおいて、地域連携コーディネーターの志向と行動

様式に関する研究に取り組むことにしました。地域連携

コーディネーターはどのように考え、行動することで、

より良い地域と大学の連携を実現することができるの

かを明らかにしていければと考えています。現在、全国

の大学の地域連携業務を担当されている方々にもお話

を伺ったり、アンケートにお答えいただいたりしながら

研究を進めています。またその成果を何らかの形で発表

させていただき、今後の地域連携に役立てていければと

考えております。皆さま、今後ともよろしくお願いいた

します。 

 

〇小川利佳 

地域基礎科目・地域学副専攻の教科に携わり、10年目

となりました。主に講義補助などが職務となります。 

講義内でのビジネスゲームやグループワークにおいて

毎年、学生の柔軟な意見や行動に驚かされることが多い

のですが、本年度は特にコミュニケーションやリーダー

シップなどの能力が高い受講生が多かったように感じ

ました。 

オンデマンドやオンラインの講義を通して、どうすれ

ば遠隔の講義でも対面の講義と同じような他者との関

係を作り上げることが出来るのか、学生たちが自ら悩み

考え、導き出した答えが本年度に生かされたのではない

かと考えています。学生たちに教えられ、まだまだ自分

も学べるのだと感動すら覚えた一年でした。 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、未だ収束の兆しが

見えません。学生たちには制限ばかりの、苦しい時間が

続いています。 

それでも大学生活は楽しかったと、大きな学びがあっ

たと言ってもらえるように、私自身も日々模索していき

たいと思います。 
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〇横大路まゆ 

地域共生センターの事務局として 2 年目となりました。

主に近江環人地域再生学座に関する業務に携わってい

ます。昨年末から育児休暇をいただき、この夏業務に復

帰しました。 

育児休暇中は子育てで外に出る機会が作れませんでし

たが、最近では育児も少し落ち着き、外に出る機会が増

えました。先日、卒業生が行っているまちづくり活動の

ひとつである給食弁当を子どもを連れて買いに行きま

した。美味しいお弁当に子どもは大喜び。私自身は豊か

な自然に癒され、身近にこんな素敵なまちや土地に根付

いた文化があることに気付かされました。そういったま

ちづくり活動は SNS上で多く発信されています。以前ま

では気にも留めていませんでしたが、近江環人の授業を

担当してからは、目に留まるようになり足を運ぶ機会が

増えました。実際に体験をすることで、活動の素晴らし

さを感じる反面、活動を継続するために必要な様々な課

題にも気が付きました。しかし、自分の子どもが目を輝

かせて活動に参加している姿を見て、地域おこしの意義

を強く感じています。 

 近江環人の講義はまちづくり活動を広げていく人材

を育成する目的があります。受講生もそれぞれの目標に

向けて学んでおられます。私はまちづくり活動に参加し

たことで、近江環人の受講生をお手伝いできる今の仕事

によりやりがいを感じるようになりました。これからも

自らも興味をもち、学びが実りあるものとなるようにサ

ポートしていきたいです。 

〇西田智美 

 昨年度は勤務 1年目ということもあり、目の前の仕事

の流れについていくのが必死という感じで過ぎていき

ました。今は少し落ち着き、学生と関わる機会も増えて

日々刺激をもらっています。そんな中、私が事務局を担

当している「地域共生論」を受講した 1年生の学生から

話を聞く機会がありました。前期の授業を終えて迎えた

夏休み。久しぶりに高校時代の友人と集まった際に、そ

れぞれの大学の様子を話していたそうです。大学によっ

ては、1年生の授業はほとんどオンラインのままで、友

達をつくるのにも苦労するとのこと。そんな中で、県大

では 1年生全員が学部学科の枠を超えて、対面でグルー

プワークに取り組む地域共生論という授業があると伝

えたところ、ものすごく羨ましいと言われたそうです。

もともとコミュニケーション力の育成に重点を置いた

科目として位置づけられていましたが、その重要性は一

層大きくなっているのだと感じました。そして私自身、

県大ならではの学びの場に携われていることを、学生の

フィードバックから教えてもらいました。






